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卒業生の皆さんへ　　　　　（後援会会長　当田　信幸）

シャープさん　たのんまっせ！　（副校長　黒木　太司）

学びの姿勢　　　　　　　　　（教務主事　篠部　　裕）

今年を振り返り、来年に向けて（学生主事　西坂　　強）

進化途上の学生寮　　　　　　（寮務主事　木原　滋哉）

専攻科改組に向けて　　　　　（専攻科長　岩本　英久）

学生相談室より　　　　　（学生相談室長　宇根　俊範）
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多彩な情報発信をしています　（広報室長　間瀬　実郎）

●　卒業生・修了生へ

機械工学科　
　卒業生に向けて　～3年間を振り返って～
　　　　　　　　　　　　　　　（担任　深澤　謙次）

電気情報工学科　
　卒業に寄せて
　　　　　　　　　　　　　　　（担任　板東　能生）

環境都市工学科　
　卒業おめでとうございます。
　　　　　　　　　　　　　　　（担任　重松　尚久）

建築学科　
　このクラスの４、５年担任としての2年間を振り返って
　　　　　　　　　　　　　　　（担任　大和　義昭）

専攻科　
　修了　おめでとうございます
　　　　　　　　　　　　　（専攻科長　岩本　英久）
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校長　　森野　数博

　この１年、いろいろと嬉しいことがありました。ひとつは、ソ

フトテニスの個人戦女子ダブルスで、矢野明日香・矢野遥香さん

が全国高専大会で優勝したことです。本校にとっては久々の全国

制覇でした。彼女たちにとっては３回目の全国大会。昨年度、

リードしながらあと一本が決めれず、準決勝で涙をのんだ悔しさ。

この敗戦で、改めて「一本」の重みを知り、怖さを知り、「あと

一本」を確実に決めれるようになることがいかに大変なことか、

涙を流し、身をもって知った彼女たちは、その「一本」を克服す

るため、それからの１年、しっかり汗をかいていたように思いま

す。特に、心と頭にかいた汗。体がかいた汗にこれらが付加され、

決勝戦での最後の競り合いの場面でそれらが活かされた。かいた

汗はウソをつきませんでした。

　田中真美さんが日本商工会議所の簿記検定1級で全国トップの

成績で合格したことも嬉しいニュースでした。約１万人が受験す

る１級は簿記検定の最上位の試験ですが、合格率は10％弱。その

なかでのトップ合格はそれだけでも素晴らしいことですが、それ

に史上最年少という快挙が加わりました。しかも、彼女は機械工

学科。独学でこれを成し遂げたわけです。なにが彼女をしてここ

まで成長させたのか。その原動力はロボコンでかいた汗、そして

そこで流した涙にあると想像しています。

　今年度も本校のロボコンは全国大会へコマを進めました。２年

続けての出場。まだまだ全国大会で勝ち抜くほど完成度は高くあ

りませんが、それでも着実に成長しているように思います。その

足掛かりは、田中さんがロボコン部長をしていた３年前。テーマ

は「Shall We Dance?」、大縄跳びでした。田中さんたちが創り

上げた「秀星」の完成度は高く、その年の全国大会で優勝した徳

山高専「色とりドリィ」に２回戦で競り勝ち、大きな期待を抱か

せましたが、準決勝で敗退。夏休み中、利き腕が太くなるほど毎

日毎日縄を回し続けた田中さんも極度の緊張の中で、うまく縄を

回しきれませんでした。チームメートはもちろん、周囲の期待も

大きかっただけに、人知れず流した涙は推して知るべし。

　その涙を払拭すべく国際交流に目を向け始めた彼女は、外務省

が公募したKAKEHASHI Projectに参画。帰国して話す彼女の英語

は、出かける前とは別人のようでした。この頃、将来の進路に

迷っていた彼女は、次のように思い至ったそうです。「自分の好

きなこと、やってきたことを活かそう。商社などの物流関係では、

簿記、ロボコン、英語など、すべてを活かすことができる」。目

標が明確に定まった彼女は、簿記１級の独学も計画的にこなし、

卒業後物流を本格的に学ぶべく、神戸大学に推薦で合格すること

となりました。本校入学時には進路が明確でなかった彼女が辿っ

た途は、多くのみなさんにも参考になるのではないでしょうか。

　

　今年度から始めたインキュベーションワークは、それらの活動

を通じ、自らが自ら進むべき途を見つけ出す、そのようなことを

学ぶことを目的として始めました。ここで大切なことは、どの活

動も、本気で、真剣に取り組むこと。しっかり汗をかくことに

よって、初めて、見えない途も見えてくる、そう思っています。

　しっかり汗をかけば、自ずと結果がついてくることは、電気情

報工学科黒木太司研究室のめざましい活躍でも実証済み。個々の

活動や実績は本校の「呉高専日誌」をご覧いただくとして、実践

されている日々の汗のかき具合は半端ないものがあります。研究

室に配属された当初には、たとえば長期休暇中の集中講義、昼休

み中は月曜以外は毎日英語力トレーニング、土曜日の午後は毎週

研究発表会、専攻科生はひとり２テーマを担当、などなど。これ

らの修行の途中には、叱責されたり、自己嫌悪に陥ったりと涙を

流すことも少なくないでしょうけれど、国内外の学会で何度も発

表し、学会賞を受賞したり、外部資金に採択されたりとしっかり

結果を出したあとの彼らの自信に満ちた姿を写真で拝見すると、

私まで誇らしい気分にさせてもらっています。

　みなさんの中には、この１年、たくさん汗をかきながらも流し

た涙の方が多かった方も少なからずおられることでしょう。最終

戦で逆転負けし、広島県大学リーグ優勝を逃したサッカー部、逆

転負けした夏の甲子園予選、ソフトテニスの男子団体戦、デザコ

ンの構造部門、ＡＭ部門、等々。勝てなかったのは、まだ汗のか

き方が少なかったからかもしれません。今年流した涙を忘れず、

来年度は多くのみなさんの笑顔に出会えたらと。

　卒業生、修了生のみなさんも、呉高専でのいろ

いろな場面で幾度となく汗をかき、涙を流したこ

とでしょう。それが、卒業・修了につながって

いるわけですが、これを一里塚とし、さらに

大きな夢をめざし、これからも汗をかき、時に

涙も流しながら成長を続けていただきたい。

ご活躍を祈っています。

かいた汗、流した涙はウソをつかない

校校 長長 ああ いい ささ つつ
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　最近、呉高専は新聞に取りあげられることが何度となくあ

りますが、これもひとえに学生の皆さんの何事に対しても一

生懸命取り組む姿勢、高い志やひたむきな努力、また最後ま

でやり遂げる精神力、これらが実を結んだ結果だと思います。

これからも皆さんが学んだ一般科目や、専門科目の知識、ま

た研究開発能力などを、どれだけ発揮できるかが大切です。

自分自身のためでもありますし、母校の評価をますます高め

る事にも繋がりますので、皆さんの頑張りに期待しています。

　また、今から進む道のりでは幅広い視野を持ち、呉高専で

過ごした年月の中で経験したことを糧とし、自分の力を十分

に発揮してください。

　そしてその道のりで忘れてほしくない事が三つあります、

一つ目はいつまでも自分の夢を持ち続ける事、ただ漠然と日

々を過ごすのではなく目標に向かって進んでください。

　二つ目は常に感謝の気持ちを忘れないで欲しいという事、

人は常に誰かに支えられているし決して一人では生きていけ

ません。

　そして三つめは忍耐力のある人間になってもらいたいとい

う事です、これからは今まで以上に我慢するという事が重要

になってくるでしょう。この三つを頭において成長して頂き

たいと思います。

　それから今までは自分の事だけを考えて生活することで精

一杯だったと思いますが、これからは周りの人達を助け、自

分以外の人のために働く事も心掛けてください、「情けは人

の為ならず」です。

　そして卒業後、日本国内のみならず世界を舞台に活躍され、

再びこの呉の地に帰ってきて、希望や活気あふれる呉市を育

んで貰いたいと思います。

　たとえこの先つらく苦しい道のりでも、皆さんには本校で

指導をして下さった諸先生方や共に学んだ友人達、そして何

より家族が応援しています。このことを忘れずに頑張ってく

ださい。

　長い間基盤技術研究所協力者として、微力ながら製品開発

の下支えをさせて頂いた。後に株式会社を起こし、取締役と

してベンチャー経営に参画した際の基礎はこの時期に育まれ

たといっても過言ではない。研究室の学生もそのご縁で、随

分シャープに入社させて頂いた。シャープのことを思うと、

身につまされる思いである。

　そんな折「シャープ、台湾鴻海が買収へ」の報が届いた。

誰しもが目を疑ったに違いない。しかしながら翌日新聞で確

認すると、鴻海のビジネスプランは産業革新機構のそれと比

して具体的かつ現実的であった。ということであれば、国内・

外資企業のコラボレーションもマツダとフォードの事例同様、

イノベーションに近い相乗効果があるかもしれない。

　松下電器副社長であった、故水野博之さんにお会いした折、

「イノベーションは技術革新やなく社会を変えることや。既

存の新しい組み合わせが新しい価値を生むんや。」と諭して

頂いたことを思い出すと、今後のシャープには心からエール

を送りたい。

　それではイノベーションはどのように生まれるのであろう。

　先達を見るに、知識と経験が蓄積された異分野人材の結集

から派生してゆくように思われる。いくら機転の利いた発想

はあっても、基礎学力ゼロでは損失こそあれ利益は生まれな

い。

　私の指導教授は実に基礎に厳しい方だった。早く結果を出

したいのに、先生は常に基礎を追及しろと叱咤する。これで

は迷宮たる東京タワーの非常階段を、修行僧の如く頂上に向

かって苦しく登って行くようなものだと内心反発していたが、

一旦頂上まで登り詰めるとそこはまさにパラダイス。富士、

赤城、筑波の三山はおろか、大海の果てまで見渡され、新し

い発想が次々と生まれてくるのである。

　諸君よ。徹底的に勉学に励むべし。自己研鑽に王道なく、

鉄は熱いうちにしか打てない。

卒業生の皆さんへ

シャープさん　たのんまっせ！

後援会会長　当田　信幸

副校長　　黒木　太司

役役 職職 員員 ああ いい ささ つつ
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教務主事　　篠部　裕

　教務主事として１年目の４

月の始業式では、学生に以下

のような話をしました。

　①①志志をを立立ててよようう！！：志は人

それぞれ異なります。短期的な志（中間試験の成績を上

げる）から、中期的な志（高専の全国大会に出場する）

まで様々です。まずは新学年のスタートに際して、各自

が志を立て、目標を達成するため、今何をすべきか、日

々何をすべきか、今後どう変わるべきかを考え、行動し

てください。

　②②ククララスス内内でで互互いいにに学学びび合合うう、、教教ええ合合うう環環境境をを作作ろろ

うう！！：数学が得意な学生は数学を、英語が得意な学生は

英語を、友達に教えてみてください。友達に教えること

は、自分の言葉に咀嚼し理解を深めること、コミュニ

ケーション能力を向上させることなど多様な相乗効果が

期待できます。お互いに教え合うことで、助け合う気持

ち、高め合う姿勢も芽生えます。

　在校生の皆さん、そしてこの春、卒業・修了する皆さ

ん、志を立て夢の実現に向けて仲間同士で高め合う、そ

んな人間関係をぜひ築いてください。

寮務主事　木原　滋哉

　学生寮は、進化していま

す。

　２年前に各部屋にエアコ

ンを設置したのに続いて、

今年度は無線ＬＡＮを使用できるようになりました。

　寮生数も３００人を超え、女子寮生も定員に近づいて

きて、多くの入寮希望者にどうするか、対応策を考えて

いるところです。また築約５０年の第４寮（１年生が居

住）も、改修を計画しているところです。学生寮の居住

環境は確実に進化しつつあります。

　しかし、学生目線に立つと、門限があり、毎晩点呼を

取られ、ちょっとしたことで減点されて、場合によって

は退寮を勧告されてしまう生活は、窮屈だと感じている

かもしれません。

　それでも減点がないまま卒業していく寮生も少なくあ

りません。自立した生活を送れる寮生にとって、少しで

も快適な生活ができるように、今後も居住環境を整えて

いきたいと考えています。

学生主事　　西坂　強

　本年度の学生指導目標は①

挨拶のできる学生へ②服装身

なりの整った学生へ③ルール・

マナーを守れる学生へ④クラ

ブ活動の活性化による文武両

道の実践の4項目を念頭に置い

て、学生主事補の先生方および学生会の学生達と話し合

いながら進めています。

　身なりと挨拶については一進一退の状況で、学生達自

身が整った身なりで挨拶ができることの大切さを理解す

れば早いのですが、そこを考えさせることが来年度の課

題です。

　校則・公共マナーを守る行動については処分件数が指

標となります。昨年に比べ約4割減の処分件数で推移して

いますが、ＳＮＳ関係の重い処分も新たに発生していて、

指導項目が変わりつつあります。ＳＮＳ系は学外の協力

も得て徹底した指導を行いたいと考えています。

　クラブ活動の活性化として、1学生1クラブ制の運用と

クラブ数24を進めており、クラブが活発になり学生達が

クラブ内で切磋琢磨できる環境ができつつあります。

　来年度については、上述の4項目をより具体的な方法で

進め、良い学生が育成できるよう努力してまいります。

　卒業する学生諸君は、社会人として世間に迎えられる

一歩目であり、自らが確りとした行動が出来るよう、上

述の4項目を身に付けて歩んで行ってもらいたいと願って

います。

専攻科長　岩本　英久

　平成27年度は専攻科の改革を

粛々と進めた年となりました。

　来年度の専攻科は、いままで

の2専攻がプロジェクトデザイ

ン工学専攻に一本化されます。

　この専攻では、社会を変える技術者を輩出するために、

課題発見能力などを身に付けるカリキュラムを設定し、

多様性を涵養する環境を整えています。この改組を実現

するために、学位授与機構に対して認定専攻科を申請し

ています。

　来年度は改組元年。4月早々に特例適用申請を行い、

厳しい審査を受ける予定です。もし認可されれば、専攻

科生は学位試験を受けることなく学位を取得することが

できるでしょう。特例適用認定を受けるためには、教員

の研究実績が必要です。本校にはアカデミックに活躍し

ている教員が多数いますが、油断は禁物です。日々の研

究活動は社会のためになり、学生のためにもなります。

私たちはこれからもしっかり精進して成果をあげ続けた

いと思います。

役役 職職 員員 ああ いい ささ つつ

学学びびのの姿姿勢勢 今今年年をを振振りり返返りり、、
来来年年にに向向けけてて

進進化化途途上上のの学学生生寮寮 専専攻攻科科改改組組にに向向けけてて
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役役 職職 員員 ああ いい ささ つつ

学生相談室長
　　 　宇根　俊範

　今、手元に数枚の月別の状

況報告書がある。悩みを抱え

て学生相談室に来室した学生

の氏名や状況を記載したもの

である。公文書ではなく、私

が忘れることがないよう記録にとどめているものである

が、それを見るとこの一年も多くの学生が相談室（カウ

ンセラー）のお世話になっており、その相談内容は多岐

に渡っている（進路、勉強、人間関係等々）。

　ただ、学生氏名には出入りがあり、一年を通じて名前

が載っているものもあれば、数ヶ月後には名前の見えな

くなるものもある。悩みを克服した学生についてはホッ

と一安心であるが、なかなか思うようには行かないのが

現状であり、一度記載した氏名が消えるまでには相当の

期間が必要である。

　学生相談室の充実化が望まれるところであるが、来年

度は各分野に相談室員を配置する予定である。よりきめ

細やかな学生相談の体制を構築し、「悩める学生」のサ

ポートをはかる所存である。

　「女子学生比率を30％以上に！」

とのミッション達成のために平成

25年度に女子学生広報部が結成さ

れました。

　現在は3期メンバーを加えて活動

しております。女子学生広報部は、今年度の卒業生が3

年生の時に結成され、メンバー全員が広報部の活動の中

心を担ってくれました。

　平成26年度から高専機構の男女共同参画推進のモデル

校に指定されたこともあり、活動前の学校全体の女子学

生比率は14％程度でしたが、平成27年度入学生の女子学

生比率が20％に達したことにその成果が表れております。

　平成28年度にはもっと比率が向上しているはずで、

ミッション達成までの道筋が見え始めたところであり、

今後も女子学生の力を活かした広報活動を実施し、優秀

な女性技術者を育成し、女性が輝く社会実現のために寄

与したいと考えております。

　そのための女子学生の皆さんの協力をお願いします。

　また卒業生、OGの皆さんにも広報活動への協力をお願

いいたします。

　本校では専門技術をバック

ボーンにして、世界目線で物事

が考えられるスマートエンジニ

アの育成を目指しています。世

界を知り、世界と対話し、そして世界に挑戦する三つの

ステップでその目標達成に向け取組んでいます。

　昨年３月にオーストラリアのラドフォード高校と協定

を結び、今年２月末には１６名が相手校を訪問し交流を

深めます。

　また新たな取組みとして、９月には３年生が４学科

揃って台湾研修旅行に行きます。感受性の豊かな若い年

代に世界の国々を訪れ、自分の目と耳と肌で世界を体感

して経験値を広げて、激しく変化するグローバル化時代

を生き抜く術を身に付けてくれることを強く願っていま

す。

　今年度から広報室長を担当して

います。広報室では本校の公式

ホームページとショールームの管

理運営をしています。ホームペー

ジは昨年3月のフルモデルチェンジ

以降、呉高専日誌の投稿が格段に

増えています。それに伴い６記事を同時表示して、でき

るだけ長い時間、目に触れるように対応しています。ま

た今年度から新設したバナー「インキュベーションワー

ク」「新聞TV等に載った呉高専」、「文化行事」、「教

育改革の成果」が加わり、知りたい情報を簡単に見るこ

とができるようになりました。

　ショールームの展示は、昨年5月に「建築学科」、8月

に「機械工学科・環境都市工学科・工作実習工場」、11

月に「ソフトテニス女子ダブルス全国優勝」、そして今

年1月に「電気情報工学科」をフィーチャーしました。

学内での鑑賞はもちろん、学校見学会や高専祭の時期に

は学外から多くの方が鑑賞してくれます。

　昨年11月からは50周年記念時計台モニュメントに付設

された電光掲示板の運営も始まり、学内のニュースはも

ちろん、地域に役立つ情報提供も始まっています。呉高

専はネット上でもリアル空間でも多彩な情報発信をしつ

づけています。

国際交流室長
　　 尾川　茂

男女共同参画推進室長
　　 松野　一成

広報室長 間瀬　実郎

学学生生相相談談室室よよりり 羽羽ばばたたけけ、、世世界界へへ

女女子子学学生生比比率率向向上上
にに向向けけてて

多多彩彩なな情情報報発発信信をを
ししてていいまますす
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機機械械工工学学科科

　機械工学科５年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
　５年の担任として卒業生を送り出すのは、このクラスで３
回目になりますが、このクラスほどいろんなことがあったク
ラスはありません。滅多にできない経験をこのクラスでさせ
てもらい、学ばせてもらいました。
　低学年で授業がなかったので、皆さんと始めて顔を合わせ
たのは、３年の担任を受け持って最初の始業式のときでした。
それ以前に聞いていたこのクラスの噂はあまりいいものでは
ありませんでしたが、特に心配はしていませんでした。
　しかし、３年の担任を受け持ってすぐに、全く予想しない
大変辛く悲しいことがありましたね。若いうちに友達を亡く
すことは現代ではあまり経験することがなく、ショックだっ
たと思いますが、辛い経験を乗り越えたとき人は成長するの
であり、そういう経験を多くした人ほど他人に優しくなれる
ということを覚えておいて下さい。幸い、その年はその後大
きな不幸が起こることはなく、ホッとしました。みんなは、
ステップキャンパス、高専祭、文化行事、駅伝大会などの学
校行事で学生生活を楽しんだと思います。
　４年生になってクラスメートが何人か入れ替わり、気分も
変わって、もうあのようなことはないだろうと思っていると、
また、予想外のことが起こり、担任が悪いのか、ひょっとし
て何か憑いているのではないか、と思ったこともありました
が、みんなはそんなことにはめげず、クラスの雰囲気は変わ
らず明るいままだったので救われた気がします。
　４年生では夏にインターンシップがあり、10月には特別見
学旅行で鹿児島に行きましたね。一番のお目当ては鹿児島の
種子島にあるJAXA種子島宇宙センターでしたが、これは正直
期待はずれで残念でした。それでも参加した学生はみなそれ

なりに楽しんでいたようで、行って良かったと思います。
　４年生の終わり頃になって、いくつかの企業の説明会を授
業中や放課後に行いました。進級が決まらないうちはなかな
か就職活動をする実感が湧かなかったかも知れませんが、就
職先企業を選ぶ際の参考にはなったと思います。
　５年生になってすぐ面接リハーサルがありましたが、これ
で就職活動にスイッチが入った者もいたのではないでしょう
か？この時点ですでにいろいろな企業の情報を集めて就職先
を検討していた者と、ボーッとして具体的な職種をあまり考
えていない者とに分かれていたように思います。
　今年度の就職活動は例年と違い、会社説明会が３月解禁、
就職選考が８月解禁という非常に迷惑なスケジュールでした
ので、それに救われた者もいたかも知れませんが、逆に志望
する企業が８月まで結果を出さないことで、その企業を受け
るかどうか迷った学生もいました。志望した企業に受かった
かどうかはともかく、結果的には売り手市場でみんなには有
利で良かったと思います。
　５年生のクラスを見ていると、５年生になっても３年生の
頃とあまり変わっていないように見え、こんな風で就職して
大丈夫だろうか？上司や同僚に呆れられるのではないだろう
か？大きな失敗をするのではないだろうか？と不安になって
しまいますが、卒業後はみんなそれなりにちゃんとやってい
けると信じています。
　これから楽しいことも悲しいこともいろいろなことがある
でしょうが、卒業してからが本当の学びであり、それから逃
げずに堂々と受け止め、人として学び成長していって欲しい
と思います。

卒業生に向けて ～ ３年間を振り返って ～

機械工学科5年担任　深澤　謙次
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機機械械工工学学科科

　機械工学科5年生の田中真実さんが日本
商工会議所の簿記検定1級に見事合格しま
した。
　合格率8.8％という難関検定であるにも
かかわらず、受験者９９３１人の中、全国
1位のトップ成績で合格し、日本商工会議
所より最優秀者の表彰状を授与されました。
19歳での表彰は、記録が残る中で史上最年
少受賞との報にも驚きです。
　もちろん現役高専生の受賞としても初め
てのこととなります。
　田中さんはこれまで、ロボット製作クラ
ブの部長や地区大会の選手を経験するとと

もに、シアトル総領事館での英語プレゼン
や大連大学との国際交流などでも活躍して
くれました。
　こうした経験をベースに、中学生から挑
戦してきた簿記検定試験において、この度
１級合格をトップ成績で獲得し、呉高専と
いう教育環境で自らを着実にステップアッ
プしてくれ、大変喜ばしく思います。
　田中さんに続き、自らインキュベーショ
ンする学生が今後も増えてくることを期待
しています。

　10月14日～10月17日の４日間、僕たち機
械工学科は鹿児島に研修旅行に行ってきま
した。大まかな日程はこちら
　１日目JX日鉱日石石油基地見学
　２日目JAXA見学、鉄砲館
　３日目特攻平和会館、城山展望台見学
　４日目科学館、博物館見学　　です。
　中でも思い出に残った出来事
を写真付で紹介していきます。
　まずは、１日目の旅館で入っ
た砂風呂。とっても気持ちよか
ったです。
　続いてまたまた１日目の夕飯
のときの様子。

　カラオケがあったので
みんなで熱唱しました。
　続けて２日目のJAXAで
撮った集合写真。
みんながしているポーズ
は、ロケットの先端をイメージしています。
　そして３日目の桜島。実際に噴火してい
るところが見ることができました。
　そんな桜島を背に写真も撮りました。
　最初はどうなることかと思いましたが、
たくさんの思い出を作ることができました。
これも様々な方のご支援あってこそだと思
います。本当にありがとうございました。

機機械工学科5年生 田中真実さん簿記検定１級合格最優秀者表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 機械工学分野　尾川　茂、野村　高広

機械工学科４年研修旅行 in 鹿児島　 　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機械工学科４年　西村　宏志

平成26年10月18日呉高専日誌より

平成27年6月29日呉高専日誌より

　私達の所属する流体工学研究室のメン
バーで独自に取り組みました「第9回八光
熱の実験コンテスト」で3位入賞が決定し
ました。株式会社八光電機による、全国の
大学・高専・高校等を対象とした全国規模
の熱に関する実験コンテストです。
　今回の応募チーム総数は非公開とのこと
ですが、6月に全国からのエントリーに対
して、書類審査により実験を行う10チーム
に選抜されます。
　その後、12月までの６ヶ月間に提出した
レポートや動画等の総合判定により、1位
～3位の入賞が決定されます。私達の提案
した実験テーマは、「熱で泳ぐ魚ロボッ

ト？」です。
　子供達が工学に関心を持ってくれる様、
お湯を注げば元気よく泳ぐように遊び心を
加えて設計し、それを実験しました。その
結果、「表現力」が1位、「娯楽性」が2位、
「効果」が3位となり、総合で3位入賞を獲
得しました。実験の詳細は次のリンクで公
開されています。
　　http://www.hakko.co.jp/contest/

　もちろん3位の賞金は、更なる上位入賞
に向けて、呉高専に寄附いたしました。
　以上、研究室内のプチ・インキュベー
ションの報告でした。

　機械工学科５年の盛田君と盛本君が2015

みんなの夢・アイデアコンテストの表彰式

（大和ミュージアム）で、昨年度受賞した

「試作賞」の試作品を受け取りました。

　シグマ株式会社様（呉市）が昨年度に受

賞した彼らのアイデア「名探偵ＲＦ」を1

年かけて、本当に作ってしまったのです。

　このアイデアは、よく見失ってしまう生

活必需品に発信器をつけて、携帯電話で見

失った物のありかを知らせるというもので

す。そんな夢のような道具の試作品を受け

取った2人は「これからは自分たちが、み

んなのアイデアを形にしなければ！」と

思ったことでしょう。

　呉のものづくりの底力を実感しました。

２０１４みんなの夢・アイデアコンテストの試作賞の授与　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 機械工学分野　岩本　英久

平成28年2月17日呉高専日誌より

平成27年11月14日呉高専日誌より

「第9回　八光熱の実験コンテスト」3位入賞 　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 専攻科機械電気工学専攻１年　古久保　佳男、機械工学科5年　廣瀬　達哉

　 呉高専だより　73号　2016年3月　　7



電電気気情情報報工工学学科科

　電気情報工学科5年生の皆様、御卒業おめでとうございます。

　このクラスは私の長男と同じ学年ということもあり、微妙

な距離感を感じながら2年間の担任を務めさせていただきまし

た。保護者の皆様には同年代で頼りない担任であったかとも

思います。

　今年の5年生は就職希望者が例年になく多かったこと、また

就職協定の見直しに伴う採用選考時期の変更なども有り進路

決定に不安を抱えての進路指導でしたが、好景気にも支えら

れ結構すんなりと全員の進路が決定しました。

　昨年の高専便りには「緊張感が足りない」と書かせていた

だきました。相変わらずマイペースなのんびりしたクラスの

雰囲気ですが、この一年でずいぶんしっかりしてきた学生も

多かったようにも思います。このあたりも順調な進路決定の

一因ではないでしょうか。

　さて、卒業にあたって殆どの人は大きく環境が変化すると

思います。この機会に【高専】というマイノリティな閉鎖的

環境に5年間？もどっぷりと漬っていたという認識をきちんと

持って下さい。良くも悪くも高専の卒業生は社会では圧倒的

な少数派です。これまで自分たちが「当たり前」と思ってい

たことが、実は高専以外では全く通用しないことが沢山ある

でしょう。特に就職する人たちにとっては、5年間約40人のク

ラス内の閉じた人間関係の中で過ごしてきましたが、職場の

同僚でも高専卒は少数でしょう。65歳の定年まで45年間働く

として、これまでの人生の2倍以上です。高専生活の9倍あり

ます。高専の良いところ、外の世界の良いところ、それぞれ

の「良いとこ取り」ができるように新しい外の世界に目を開

いて下さい。

　また、進学組も就職組も「将来やりたいこと」があって決

めた進路だと思います。次は本当に「やりたいこと」を実現

しましょう。みんな「やりたいこと」は一つではなかったと

思います。沢山のやりたいことの中から、ある種の選択をし

て今の進路が決まったと思います。将来、「あそこで捨てた

のは勿体無かった」と後悔しないように、自分の選択した

「やりたいこと」を実現できるように人生設計をして欲しい

と思います。

　君たちがどのように認識しているか分かりませんが、“結

構“優秀ですので、あとは「やるかやらないか」です。まだ

まだ力の出し惜しみをしている人も多そうですが、そろそろ

本気を出してみませんか？　やらなくてできないのは当たり

前、とりあえず卒業は一つの節目ですので、この先の長い人

生をどう過ごしていくか、考えていきましょう。

卒業に寄せて

電気情報工学科5年担任　板東　能生
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H26実験風景

H2５実験風景 H2５ソーラーパネル見学

H26高専女子フォーラム
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環環境境都都市市工工学学科科

　環境都市工学科5年生のみなさん、卒業おめでとうございます。　5年間

（6年間の人もいますが・・・）の高専生活を送り、このたび卒業の日を

迎えることができたみなさんに、心からお祝いを申し上げます。これから

社会人として社会へと巣立っていく人、あるいは進学し勉強する人など、

進路は様々ですが、呉高専での在学中の苦労と努力がみなさんの自信と

なってくれるはずです。

　このクラスは、4年生からの2年間担任をさせて頂きました。留年を経験

した人数が8名というクラスでしたが、協力してなんとか全員そろって進

級し卒業してほしいという思いがありました。

　そのため4年次の夏休みなどはインターンシップや校外での単位修得な

ど単位が取れそうなものはすべて習得するように指導してきました。特に

インターンシップは自分の進むべき方向性の参考にしてもらうために、全

員に参加してもらいました。

　次に、後期の授業が始まると、特別研修旅行がありました。いろいろな

事情から国内での研修となりましたが、みんなとても楽しみにしていまし

た。初日、台風の影響で飛行機が飛ばずどうなることかと心配しましたが、

一日目の予定を少し変更するだけで対応できました。山梨にあるリニア実

験線の見学や今となっては貴重な経験となった大涌谷にある箱根ジオパー

クの見学や横浜港の港湾施設の見学など、とても充実した研修旅行になっ

たと思います。

　しかし、残念ながら4年生の3月には単位不足により4年生を再チャレン

ジする人、また留学により休学する人が出たため、5年生は37名のクラス

となりスタートしました。

　5年生に進級したと同時に、最大の難関である就職活動や進学対策が

待っていました。例年であれば、ほとんどの学生は4年生の3月にはある程

度進路を決定しているのですが、採用スケジュールが大きく後倒しになる

最初の年となったため、見えない部分が多くありました。そのため、4月

になっても進路がなかなか決定できなくて悩んだ人も多くいましたが、み

なさんの希望に沿った進路に進めるように指導やアドバイスを行ったつも

りです。面接や試験で自分の実力を十分出し切れなかった人もいましたが、

民間の企業に就職を希望する人は8月に、公務員を希望する人も11月に全

員内定を頂くことが出来ました。

　また、進学組の中にも、若干苦労した人もいましたが、8月には全員合

格することが出来ました。これもみなさんの努力と実力のたまものだと思

います。

　次に待っていたのは、5年生での最大の楽しみ（苦しみ？）である卒業

にむけて1年間かけて取り組む卒業研究です。座学や実験実習とは全く異

なる研究の流れは、社会勉強にも繋がります。“自分で考え選択し行動す

る”実社会ではこの繰り返しです。成功したときより失敗したときのほう

が、大きく自分を成長させることを学んだと思います。その達成感は個々

で異なるかもしれませんが、きっと社会に出ても生かせる経験になったと

思います。

　卒業生のみなさんは、4月から土木技術者としてそれぞれの道に進んで

行きます。これからは、自分の興味・関心や能力適性、社会の仕組みや自

分の果たすべき役割などについての認識を深めながら、その実現に向けて

努力を続けてほしいと思います。

　努力を続けることはとても大切なことです。しかし、どうしてもうまく

いかず、自分の選択に不安を感じ、場合によっては心の折れるほどの挫折

を経験することもあると思います。その時は自分一人で悩まず、家族や友

人、同僚や先輩に話をすることが大事です。それでも、どうにもならない

ときは、ぜひ呉高専に来て話を聞かせて下さい。

　最後になりましたが、2年間の担任を通じて、私も皆さんから多くのこ

とを学びました。本当にありがとうございました。これからのみなさんの

活躍を心からお祈りしております。

卒業おめでとうございます。

環境都市工学科5年担任　重松　尚久

10　 呉高専だより　73号　2016年3月



　1月27日(水)の3年生のLHRの時間を
利用して、卒業を目前に控えた環境都
市工学科5年生の講演会を開きました。
　就職、進学が決まった先輩方から、
進路の決定方法や、4年生でやって良
かったこと、やれば良かったことなど
について、自らの体験を踏まえて話し
て頂きました。
　4月からは3年生の皆さんは4年生で
す。4年生は進路を決めるための重要
な準備期間ですが、忙しい学年なので
あっという間に時間は過ぎていきます。
先生や先輩、インターネットなど、様
々なところから情報は集めることがで

きます。なので、受け身ではなく自ら
動いて情報を探して下さい。4年生で
後悔しないような充実した生活が送れ
ると良いですね。
　今回、先輩の皆さんから体験談を丁
寧に、かつ分かりやすく話して頂いた
ので、皆さんのこれからの高専生活に
も充分役立つはずです。
　最後になりましたが、貴重な卒業研
究の時間を割いてお話に来て頂いた、
下鍛冶君、山中君、泉君、八木さん、
藤平君、本当にありがとうございまし
た。

環境都市工学科3学年　先輩のお話　　　　　　
　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 環境都市工学分野　堀口　　至

平成28年1月27日呉高専日誌より
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建建築築学学科科

　建築学科5年生の学生の皆さん、ご父兄の皆様、ご卒業おめで
とうございます。無事に卒業できるのは５年間実績を積み重ねて
きた学生の頑張りと、それを支えてくださったご父兄の皆様のお
かげだと思います。お祝いを申し上げますとともにご父兄の皆様
には感謝申し上げます。
　私が本校に着任してから9年経ちます。私が本校で卒業式の日
を迎えるのは今年で10回目ですが、その中でも初めて5年担任と
して学生を送り出す今年が、間違いなく最も思い出に残る卒業式
になることでしょう。
　私がこのクラスの担任となったのは彼らが4年生になってから
ですが、それから２年経った今日、34人全員が進路を定めて無事
卒業できる日にあらためて2年間を思い返してみると、「色々な
ことがあったなぁ」と感慨深いです。
　私は、担当する授業科目はほとんど4年生以上の科目なので、3
年生以下の低学年の学生と話す機会はあまりありません。1年生
の後期の半年だけ設計製図Iを担当していますが、 2年生と3年生
の学生たちと会話をする機会はほとんどありません。3年生の学
生にとって私は、学科の教員の中で縁遠い存在と言えるかもしれ
ません。また、私は学生に対してあまり愛想が良くないと言われ
ることが度々あります（そう見えるだけです）。２年前の彼らに
すれば、そのような教員が自分たちにとってとても重要な４・5
年担任になったことに不安を覚えたかもしれません。私も、担任
をもつのは久しぶりであり、特に進路指導を担当する４・5年担
任は初めてだったので、最初は緊張していました。「不安を感じ
ているかもしれない学生達を少しでも安心させねば」と思い、最
初は努めて優しく丁寧に話しかけたものでした。
　でも、そのような期間はあまり長くは続きませんでした。とい
うのもこのクラスの雰囲気のためです。言葉で言い表すと、”屈
託がなくて開けっぴろげ”であって” 隙だらけで人懐っこい”

という感じです。そういえば彼らが１年生のときの設計製図の授
業では、製図室のあっちこっちでキャッキャキャッキャと話し声
が聞こえてきて、その度に注意していたものでした（ちなみに、
このクラス以降の学年での１年生の設計製図では、私語がほとん
どありません）。
　そんなクラスの雰囲気に、徐々に顕れた私の本来の性格（小言
やイヤミが多いと言われます。。。）が相まって、施設使用願へ
の担任印の押印などの小さなことから、特別見学旅行やインター
ンシップの行き先さらには就職・進学先を決めたりといった大き
なことまで、日々の出来事の一つ一つがイチイチちょっとした騒
動になっていたように思います。ついつい小言やイヤミが出てし
まうことがよくありました。
　「言うことがお母さんみたいじゃ！」と言われたこともありま
した。私も未熟なのでくたびれてイライラしてしまうときもあり
ましたが、2年経って少し成長できたと思います。同じ4・5年の
担任をやるにしても、このクラスの担任でよかったなと思ってい
ます。
　面と向かっては言わないかもしれませんが、学生達には感謝し
ています。
　卒業式が過ぎるとすぐに4月からの新生活が始まります。多く
の学生は、5年間一緒だったクラスメートと離れて独りで新しい
環境に飛び込みます。親許を離れる学生も少なくありません。す
ぐに慣れるのでしょうが、やはり最初は寂しい思いをするかもし
れません。そんなときはクラスメート同士で励ましあってもらい
たいものです。
　そして時間に余裕ができたら、高専にも顔を見せに来て近況を
教えてください。クラスメートの待ち合わせ場所に私の教員室を
使ってもらっても構いません。そのときはまた小言とイヤミを聞
くことになるかもしれませんが。

このクラスの４、５年担任としての2年間を振り返って

建築学科5年担任　大和　義昭
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建建築築学学科科

　２月３日（月）に、建築学科３年生の

「建築設計製図Ⅲ第３課題低層集合住宅の

設計」の講評会を行いました。「住まいの

持続性」をキーワードに、３９名の学生が

集合住宅を設計しました。

　ゲストコメンテーターとして、本学科の

教員のみならず、建築家の林健次郎先生、

吉田豊先生、穂垣友康先生にも参加いただ

き、貴重なご意見を賜りました。

　ゲストからは、良い建築や豊かな空間を

実見すること、既存の町並みへ配慮した上

での設計、共有空間と個人空間の調和、ま

た自ら問題を発見し解決すること、といっ

た重要なご指摘をいただき、学生にとって

大きな刺激になりました。

　３年生の設計課題はこれが最後となりま

す。３年生までに学んだことを土台に、４

年生はさらに高度な設計を進めていって欲

しいです。

　４月２５日（水）建築学科２年建築設計

製図Ⅱの授業風景です。私たちの建築設計

製図の授業を見てください。

　本格的な設計製図は初めてです。また設

計製図、今日は振替授業となっており今週

二度目の授業で３時間通しの授業大変疲れ、

集中力が持続できません。それに加え今日

は、オーストラリアの学生が授業見学に本

校に来校され、大変な日でした。でも楽し

かったです。

　第一課題は、「木造軸組住宅の図面の見

方を理解し、平面図、立面図、断面図、床

伏せ図などの描き方や手順を習得する」こ

とで、二階建木造住宅の模写課題です。

建築学科３年生「建築設計製図Ⅲ第３課題低層集合住宅の設計」講評会の様子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建築学分野　間瀬　実郎、岩城　考信

建築学科２年　建築設計製図Ⅱの授業風景　
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　建築学科２年担任　西宮　善幸

平成24年4月25日呉高専日誌より

平成26年2月4日呉高専日誌より

　私達、建築学科４年は特別見学旅行
として沖縄に行ってきました。
　台風１９号の影響で天候や交通の乱
れが心配されましたが、幸い天気にも
恵まれスケジュール通り沖縄に着くこ
とができました。気温は２５度と広島
より５度高く、半袖が丁度いい暑さで
した。
　初日（１４日）は那覇空港近くで沖
縄そばの昼食をとったあとに、バスに
載って「琉球村」に行きました。琉球
村では沖縄の昔ながらの古民家の観賞

や工芸体験、伝統舞踊の迫力あるエイ
サーを見ました。村内は昔ながらの赤
瓦の古民家があり、それぞれ沖縄県内
各所から移築されてきたものだそうで、
中には国登録有形文化財に指定されて
いる家もありました。
　そんな歴史ある古い家を移築して見
事に再現させる建築技術にとても感心
しました。
　楽しみながら学べたとても充実した
一日でした。

　あっと言う間に、卒業を迎えます。
　入学した頃は15歳のまだまだ子供だったのに、
成人を迎え、顔つきもみんな変わってきて大人に
近づいたように思えます。
　建築学科に入学してすぐに、自分は建築がむい
てないと気づき、設計製図の授業は大変でした。
　3年、4年の頃は毎日レポートや製図提出に追わ
れてよく留年せずに乗り越えてきたなと思います。
　でも、なんやかんや自分の将来したいことも見
つかり、行きたい会社にも内定をもらうことがで
きたので、建築学科にはいってよかったなと思え
ます。
　高専生活の5年間は濃すぎて、楽しくて、本当
に充実していました。最近ではクラスのメンバー
でご飯にいく機会も増え、きっと社会人になって
も付き合っていくのだろうと思うくらい仲が良い

クラスです。
　また、私たちのクラスで何よりも力をいれてい
たのが、年に2回行われる球技大会です。運がい
いことにバレー部が5人もそろっており、バレー
とバスケットボールの部門で5年間で11個の賞状
を獲得し、2回総合優勝を勝ちとりました。私は
いつも応援する立場でしたが、クラスが強いと応
援も楽しくて、応援メンバーもほぼ最後の試合ま
で残って応援していました。球技大会のたびにク
ラスが団結して、仲が深まっていった気がします。
　この5年間で楽しいことも辛いことも経験して、
大きく成長できたと思います。
　社会人になっても高専生活で培ってきたことを
生かし、まだまだ成長しつづけられるように頑張
ろうと思います。

5年間を振り返って　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　建築学科５年　早川　佳江

平成26年10月17日呉高専日誌より

建築学科　特別見学旅行＠沖縄　１日目報告 　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　建築学科４年　青野　芽生
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専専攻攻科科

　専攻科修了生のみなさん、御修了おめでとうございます。
呉高専の本科と専攻科を合わせて7年間の高専生活を送り、
晴れやかに修了の日を迎えることができたみなさんに、心
よりお祝い申し上げます。また、保護者のみなさまにおか
れましても、今日まで温かいご支援とご協力をいただき、
厚く御礼申し上げます。これから社会へと巣立っていく人、
あるいは大学院に進学し、更に学問を究める人など、それ
ぞれの夢を具現化するために新たな一歩を踏み出しました。
7年間の経験がみなさんの自信となって、社会に貢献する
ことを願っています。
　現実の社会に目を向けますと、一流電気メーカが粉飾決
済などで信用を失い、業績を悪化させ、社員をリストラし
ています。ある有名家電メーカにおいては業績不振により
海外資本に買収されるニュースが流れています。
　また、大手鉄鋼会社はグローバルな競争力を高めるため
に子会社化などにより統合されています。入社した会社が
いつまでも残っているとは限らず、また自分自身がいつ解
雇されるか分からない状況であることは否定できません。
だからこそ、自分の夢と希望と信念をしっかり持って、仕
事と向き合うこと、生きていくことが大切です。たとえリ
ストラされても、新しい環境で生き抜く力は身に付けない
といけません。
　生き抜く力とは何か、それは自分の持つ専門性をあらゆ
る課題に適用し応用する精神と能力です。学校で学んだ知
識や技術は役に立たないとよく言われますが、自らそのよ
うに思っていては、身に付けた専門を適用し応用する機会
にいつまでたっても巡り合うことはないでしょう。
　ポイントは考え方にあります。幸運にめぐり合う現象と

してセレンディピティという概念がありますが、それに近
いものがあります。努力を続けていれば、思いもよらない
結果を手にし、その結果の有効性に気が付くことができる
でしょう。自分がやるべきことをコツコツ続けていれば、
いずれオンリーワンになることもできるでしょう。多様な
環境の中で、違いを感じる感性が目の前で起こる結果の中
から法則を見つけることができるでよう、運としてあきら
めるのではなく、自ら運命を切り開く努力を怠らないよう
にすれば、企業に頼らない人生を送ることができると思い
ます。
　一方で「自分の好きなことであれば続けられる」から自
分のやりたいことだけをすればよいという考えを持ってい
る人がいるかもしれません。これは仕事をすることにおい
て間違っています。企業には、誰かがしなければならない
仕事がたくさんあります。自分としてはやりたい仕事では
なくても、企業から要請されれば、まじめに取り組まなけ
ればなりません。入社直後はやりたい仕事に就くことがで
きないことが多いでしょうが、企業の中で誰かがやらねば
ならない仕事に取り組むことで、自分に「できること」を
増やしていければ、そのうちにやりたい仕事に近づくこと
ができるでしょう。またその能力が生き抜く力にもなると
思います。
　終身雇用が崩れた日本社会で、一度就職すれば安泰とい
うことはありません。社会に出てから本当の自分磨きが始
まるのです。その荒波を乗り越える力はすでに持っている
はずです。自信を持って、人や地域や世界のために活躍し
てください。

専攻科長　岩本　英久

修了　おめでとうございます

建設工学専攻　建築機械電気工学専攻　電気

建設工学専攻　環境機械電気工学専攻　機械
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専専攻攻科科

　首都大学東京南大沢キャンパスにて、経
営工学会平成27年度春季大会がありました。
この学会で機械電気工学専攻２年の福本悠
介君が「外科医による運針軌跡に基づく刺
入動作の解析に関する研究」について、発
表をしました。
　この学会は経営工学に関する教育者が全
国から集まり、生産現場をフィールドとし
て、幅広くかつ深く議論する場です。発表
者は大学や企業の研究者が中心ですが、一
部、学生も参加しています。
　参加する学生の多くは大学院生で、福本
君のような専攻科生はほかに見当たりませ

んでした。もしかしたら、最年少の発表
だったかもしれません。
　本人の発表に対するフロアからは「被験
者となった外科医の感想は？」、「クラス
タリングで分類した後のデータの中で、外
科医が意図しなかったデータを除外すれば、
もっと良い結果が得られたのではないか？」
などの質問や指摘があり、とても有意義な
議論ができました。
　本人は「とても緊張しました」と言って
いましたが、今日の経験をこれからの研究
活動に役立ててもらいたいと思います。

経営工学会平成27年度春季大会で専攻科生が発表 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 機械工学分野　岩本　英久

平成27年5月16日呉高専日誌より

2015年度European Microwave Conferenceに専攻科2年生の論文が採択される！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 電気情報工学科

　4月10日、今秋パリで開催される欧州マ
イクロ波国際会議に先端電磁波システム研
究室専攻科2年生北林 智、寺本 慎両君の
論文が採録されたとの一報が届きました。
　この国際会議は米国IEEE、アジア地区
APMCとならぶ世界三大マイクロ波国際会議
の一つとしてステータスが高く、厳格な査
読を通して、世界中から投稿される論文の
うち半分程度しか採択されません（採択率
50％）。それだけ二人の研究内容が先端的
かつ高水準に位置しているという証明にも
なります。
　幾度の失敗を繰り返しながら、苦難を克

服し、昼夜を惜しんで研究に没頭した結果
が今回の論文採択につながりました。二人
は9月8日から渡仏し、口頭発表を通して世
界中の研究者と討論することになります。
　この研究室のモットーの一つに『「現場」
で「現物」を確認し「現実」を認識するこ
とで「現象」を把握、かつ解決のための新
しい「原理・原則」を創造せよ』という指
導教授の五ゲン主義が浸透しています。
　今日も研究室のゼミを通じて新しい概念
が生まれつつあります。

　環境都市工学科3年の室佳史乃さんが3月

27日から29日に岡山大学で開催された、日

本農芸化学会のジュニア（高校生部門）で

ポスター発表しました。また、同学会で専

攻科1年の馬越唯斗君が口頭発表しました。

　学会参加者は、大学の教員や大学院生お

よび企業の方が大半です。このような中で、

二人とも初めての学会参加および発表でし

たが、日頃研究した成果を、春休み中にポ

スターやパワーポイントに立派にまとめ上

げて臨みました。

　質問にも的確に答えることができ、また、

コメントをもらったり、分からないことを

教えてもらったりして、大変よい勉強や刺

激になったようです。今後ともがんばって

ください。

環境都市工学科3年生と専攻科生が学会で発表しました　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 環境都市工学分野　及川　栄作

平成26年3月29日呉高専日誌より

平成27年4月10日呉高専日誌より

　平成２７年度中国・四国地区高等専門学

校専攻科生研究交流会が4月25日（土）～

26日（日）に徳山工業高等専門学校で開催

されました。本校から36名の専攻科生が参

加し、研究発表及び情報交換を行いました。

　この研究交流会では、中国地方と四国地

方の高専に在籍する専攻科生が一堂に会し、

日頃の研究成果を発表します。今年度は専

攻科2年生10名に加えて、専攻科1年生の希

望者12名も発表を行いました。いずれも本

科5年生から1年間以上研究している内容で

すので、発表者は自信を持って発表してい

たのが印象的でした。

　また、本校の学生が他高専の発表に対し

て、積極的に質問していたことは教員に

とってうれしい限りです。

参加した専攻科生の皆さんは、今回の研

究交流会で受けた刺激を糧にさらに研究活

動に精進して欲しいと思います。

　最後に、この会を運営された徳山高専の

関係者の皆様、並びに各高専の実行委員の

学生の皆様、さらに休日にも関わらず専攻

科生の発表を見に来て下さった森野校長先

生に感謝いたします。

平成27年4月27日呉高専日誌より

平成２７年度中国・四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専攻科長補　川勝　望
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進進路路速速報報

専攻科
　平成27年度の進路において、就職希望者は8名、進学希望は１名でした。公務員を選択した学生は３名で、変化の激しい社会の中で
も安定している公務員を選んだ学生が多かったです。民間企業は５名で、大手自動車メーカからリアルロボットバトルで有名なロボッ
トメーカまで多彩な企業に活躍の場を広げており、学生が「やりたい」と思っている仕事に就いています。大学院進学先は１名に留ま
りましたが、推薦で大学院に進学する道もありますので、今後に期待したいと思います。

機械工学科
　進学先としては、阪大・神戸大・筑波大・東京農工大・豊橋技大・富山大・佐賀大の各大学に１名ずつの計７名、呉高専専攻科に７
名の合計１４名が進学し進学率は３６％であった。例年同様、六月から九月にかけて、学生達は進学活動を完了することができた。
　一方、就職先としては、マツダに３名、マツダＥ＆Ｔ・花王・旭化成・ＪＦＥスチールの各社に２名ずつと、一企業に複数名の内定
者が昨年度と同様に目立った。例年同様三月から八月にかけて、学生達は就職活動を完了することができた。

建築学科
　建築学科の進路状況は、学生数３４人に対して就職が２１人（62％）、進学が１３人（38％）であって、例年と比べて進学学生がや
や多い年になりました。就職先は、大林組や竹中工務店などのゼネコンに７名、建築設備系企業に３名、電力や鉄道などインフラ系企
業に３名、大手メーカーの建築・施設部門に３名などでした。建築業界の求人意欲は男女を問わず非常に高く、今年もその要望に応え
きれないほどでした。進学先は本校専攻科の７人を最多に、横浜国立大や筑波大、熊本大などでした。

環境都市工学科
　本学科では、卒業予定者３７名のうち、就職が２９名、進学が８名で、進学がやや少な目であった。就職先は、国土交通省や呉市な
どの公務員４名、中国電力やJR東海などの公益企業８名、五洋建設や横河ブリッジなどの建設系企業９名、いであや基礎地盤コンサル
タンツなどの建設・環境コンサルタント４名、オルガノや富士通などその他の企業４名であった。進学先は、本校専攻科６名、大阪大
学と豊橋技術科学大学が各１名であった。公務員の内定は遅いもので11月であったが、それ以外は全員夏過ぎに進路が内定した。

電気情報工学科
　電気情報工学科の進路状況は、学生数４０名に対して就職３５名（88％）、進学５名（12％）で、進学が例年に比べて非常に少ない
年になりました。就職先の業種は、電力・ガス・鉄道のインフラが１２名（34％）と根強い人気が続き、鉄鋼・自動車・造船等の製造
が１０名（29％）と多めです。電機や精密機器の製造に６名（17％）、その他の製造が３名（9％）、情報通信は２名（6％）で少ない
状況です。IT業界をはじめ多くの企業で採用意欲が高まってきており、その要望に応えきれない状況です
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　将来、技術・研究開発職を生業とすることを希
望する学生を対象に、従前の専攻科専門科目「先
端工学」を高度化した内容を、ノーベル賞受賞者
を輩出している高エネルギー加速器研究機構（Ｋ
ＥＫ）の現地に於いて学修させる｢先端工学（修
養）特講」を開講、実施しました。
　選抜された高い学修意欲と学力を有した受講生
（敬称略）は、専攻科１年幾久健、臼井颯馬、川
手大樹、本科４年有尾隆宏、大内喜脩、守本一心
の６名です。また、彼らに難解な量子物理学を解
説して頂く為に、加速器科学の権威である遠藤一
太前校長に、ご無理を言ってご帯同頂きました。
皆、これから初めて体験する高度研究機関での集

中講義への期待感が、強く感じられました。小職
も、東北大金研の院生として、前身の高エネル
ギー物理学研究所の頃から関わりがあり、感慨も
一入でした。
　特講テーマ選定や講師選任等の企画・諸手配、
更には付きっきりでご対応下さった山野井豊先生
のお出迎えを受け、早速、講義開始です。講師は、
総研大の道園真一郎先生です。
受講生にとって全く未知の分野を、平易にご教授
下さいました。
　授業後、学修意欲旺盛な受講生達は、遠藤先生
を取り囲み、質問責めにしておりました。本校生
を熟知されている先生のご教示により、一層理解
が深まったことでしょう。

　私たちAGAinは、インキュベーションワークの

一環で、阿賀地区を元気にするためのまちづくり

活動を企画し、実践しています。

　今年は、阿賀のまちを楽しく歩きながら、阿賀

の様々な魅力や歴史等を住民に知っていただくイ

ベント「わがまち阿賀まちこんなまち！“食べて

歩いて阿賀散歩”」の開催を計画しており、現在

準備を進めています。

　そこで、9月21日（月）に本番に向けてのトラ

イアルを実施しました。阿賀地区に住む小学生3

名、中学生2名、保護者3名、呉高専環境都市工学

科4年生3名に参加者としてご協力いただきました。

阿賀の伝統的な建築物や歴史等について学習しな

がら楽しく散歩していただきました。

　その途中、廣光蒲鉾店で練り物（てんぷら）、

久山でたこ焼きとおでんを食べていただき、阿賀

のグルメも楽しんでいただきました。住吉神社で

は、スーパーボールすくい等で楽しみながら、自

作紙芝居で阿賀の伝統行事「とんてことん」につ

いて学んでいただきました。

　参加者には楽しかったとの評価をいただきまし

たが、課題もたくさん見つけることが出来まし

た）。12月5日（土）の本番に向けて、しっかり

準備を進めていきたいと思います。

「先端工学(修養)特講」初日①講義開始！ＫＥＫの研究に迫る
機械工学分野　山田　宏

平成27年9月8日呉高専日誌より

平成27年9月21日呉高専日誌より

阿賀まちづくりグループ・AGAin　まち歩きイベントのトライアル実施 　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 環境都市工学科5年　山下　太郎

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり 教教育育・・研研究究

月9

　９月９日（水）から18日（金）まで、
大連大学に電気情報工学科５年の村本瞭
真君、安井大輔君の２名を引率して行っ
てきました。１日目・２日目の様子をご
紹介します。
　９月10日（木）午前は学生達は大連大
学の校内見学をし、教員間では来年度の
学術交流について話し合いました。午後
は文化祭の開会式を見学しました。学生
数１万人以上の総合大学の文化祭の開会
式、スケールが大きかったです。
　9月11日（金）、午前は新１年生の軍

事訓練発表会を見学しました。各学科に
相当する学院ごとに騎手を先頭に一糸乱
れぬ行進、圧巻でした。
　中国ではすべての高校、大学で新１年
生を対象に軍事訓練が義務付けられてい
るそうです。その後、日本語言文化学院
副院長の林先生の案内で博物館を見学し
ました。
　最後になりましたが、到着初日に歓迎
会を開催してくださいました大連大学信
息工程学院の郭先生、黄先生、白先生、
李君に感謝します。

大連大学学術交流１日目・２日目　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 電気情報工学分野　井上　浩孝

平成27年9月11日呉高専日誌より

　インキュベーション授業「呉発！地球環
境プロジェクト」のメンバー3名は、9月26
日呉ポートピアで開催された「呉エコフェ
スタ」に参加してきました。この催しは、
呉市内外の企業や団体が、自分たちが取り
組んでいる環境問題について発表するイベ
ントです。
　僕たちが一番興味を持った取り組みは、
「ミミズで肥料を作る」でした。ミミズが
入った箱に生ごみを入れるだけで、ミミズ
が生ごみを分解して肥料にしてくれます。
　また会場では、バッタやイモリなどに見

たり、触ったりできるイベントもありまし
た。これらの生き物はすべて呉市内に生息
しているのですが、中には絶滅危惧種の生
き物もいました。
　今回は、こうして見たり触ったりできま
したが、環境破壊が進むと、このような体
験すらできなくなります。
　「呉発！地球環境プロジェクト」メン
バーは、そのような事態を避けるために、
今回学んだ環境破壊を食い止めるための知
識や技術を活用して、呉から新たなプロ
ジェクトを考えていこうと思います。

「呉エコフェスタ」に学ぶ 　　 　　
電気情報工学科５年　西山　貴将・環境都市工学科３年　赤木　大介・建築学科２年　葉名　悠生

平成27年9月26日呉高専日誌より
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　秋に開催される寮生会総会では、新旧の

役員交代式が行われます。学生寮は、会長

以下の役員がいないと、運営することがで

きません。役員はとても重要な仕事を担っ

ています。

　旧役員の皆さん、1年間、本当にご苦労

様でした。新会長・大久保拓くんから前会

長・中井大介君に記念品が渡されました。

さらに役員がしっかりすれば、学生寮は

もっと過ごしやすい場所になると思います。

　新役員の活躍に寮生一同大いに期待して

います。

　今年は5年に1度の国勢調査の年に当たり

ます。総会のときに、国勢調査の調査票に

各自記入してもらいました。自宅にいたら、

保護者の方が記入されるのでしょうが、学

生寮では、一人ひとり記入することになり

ます。社会と触れ合ったひとときでもあり

ました。

　後期から専攻科では、徳山高専・宇部高

専・北九州高専の4高専が連携する教育が

始まります。

　連携する科目は「物質科学」、「線形代

数」、「経営システム工学」、「生物圏科

学」、「物理応用工学」です。

　ビデオ会議システム（GI－Net）と電子

黒板システム（スマートボード）を用いて、

遠隔授業を行います。9月30日（水）の1限

は「経営システム工学」です。広島商船高

専の先生方が視察に来られました。

　他高専も注目する教育が本校を中心にし

て進められています。主導する先生たちの

授業準備は大変で、ICT機器に不慣れなと

ころもあるため、授業進行がスムーズにい

かないこともあるかもしれませんが、本校

の学生が他高専の学生と交流できることは

楽しみな点です。

　今後も他高専の教員と協働しながら講義

を構成していきますので、期待していてく

ださい。

　10月11日に明治大学中野キャンパスにて

行われた「第5回高校生による現象数理学

研究発表会」にインキュベーションワーク

「統計処理による物理現象解析」メンバー

の環境都市工学科2年貞徳花音さん、加藤

梨乃さんの2名が参加し、「ペットボトル

ロケットの飛行に関する数学的解析」のポ

スター発表部門にて「オーディエンス賞」

をいただきました。

　発表件数は27件で、筑波大附属駒場高校

などのエリート進学校を押えての受賞とな

りました。

　今回は準備不足も有り、来年のためにモ

チベーションを高める目的で参加しました

が、審査委員の先生方にも大変好評で、

「こんなすごいことをやっているのにポス

ターは勿体無い、来年は口頭発表をするよ

うに」と声をかけていただきました。

　来年は最優秀賞をいただけるよう、これ

からも頑張っていきたいと思います。

学生寮役員交代式・総会　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寮務主事　木原　滋哉

インキュベーションワーク　現象数理学研究発表会で入賞
電気情報工学分野 板東 能生

専攻科で4高専連携教育が始まりました　　　 　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 専攻科長　岩本　英久

平成27年9月29日呉高専日誌より

平成27年9月30日呉高専日誌より

平成27年10月11日呉高専日誌より

教教育育・・研研究究 呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

月109

　私たちAGAinは、インキュベーション
ワークの一環で、阿賀地区を元気にする
ためのまちづくり活動を企画し、実践し
ています。
　今日は、呉市立原小学校の6年生実施
しているまちづくり学習の授業（総合的
な学習の時間）に、5名（学生4名と山岡
先生）のメンバーで参加してきました。
　まず、リーダーの私がAGAinの活動に
ついて紹介しました。
　その後、児童から私たちの発表や活動
に対してたくさんの質問をいただきまし
た。後半は児童たちが考えるまちづくり

のアイデアについてアドバイスをさせて
いただきました。
　今回の訪問では、現実的な制約条件を
把握してアイデアを提案している点に驚
きました。
　また、担任の先生の授業の進め方や手
法が、日頃のミーティングの参考になり
ました。礼儀正しく、積極的な児童ばか
りで、たくさんの刺激を受けることがで
きました。
　阿賀のまちづくりに取り組む仲間とし
て、今後も連携してお互いの取組みをよ
り良いものにしていきたいと思います。

平成27年10月7日呉高専日誌より

阿賀まちづくりグループ・AGAin　呉市立原小学校のまちづくり学習を訪問
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 環境都市工学科5年　山下　太郎
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　10月15日、16日の2日間で3年生のステップ
キャンパスが行われました。
　昨年度から日程が2日間となり内容は一昨年ま
でより充実したものになっていましたが、今年は
さらに進化すべく、インキュベーションワークで
もお世話になった中村大介氏に協力して頂き、ク
ラス代表や各企画係の学生たちとともに春から企
画を練ってきました。
　ステップキャンパスの目的は変わっていません
が、それを達成するために掲げた今年のテーマは
“一生懸命”で、学生の“一生懸命”を引き出す
ために2日間通じて各科混合のチーム・グループ
で各企画を競争形式で行うことになりました。つ
まり、今年の呉高専3年生でのNo.1チームの決定
戦です。

　1日目は、まず準備運動として全員でハイタッ
チ！でギネス記録に挑戦しました。ギネス記録に
は届きませんでしたが、一体感も出て良いすべり
出しとなりました。
　次はチーム・グループに分かれてロープリレー
というワークで、ここからが2日間に競争の始ま
りです。ロープリレーは5、6人のグループが手を
つないで輪になり、ロープをいかに早く一周させ
るかを競うものです。チームワークのいいグルー
プは11秒台で一周させていました。ちなみに先生
チームは25秒台でした。
　こうして2日間の熱い競争が始まりました。

　電気情報工学科４年生は10月13日（火）から
10月16日（金）までの4日間、東京方面の特別見
学に行ってきました。その概要報告です。
初日10月13日は、三菱電機ビルテクノサービス
（株）教育センターを見学しました。見学後の説
明会では、業務内容等に関して説明して下さいま
した。
　2日目10月14日は、午前に東京電力（株）川崎
火力発電所、午後にパナソニックセンター東京を
見学しました。川崎発電所では高効率ガス火力と
してMACC（More Advanced Combined Cycle）を採
用、さらに高効率な火力発電所も建設中とのこと。
運転中の見学後、高専出身者による説明もして頂
きました。また、パナソニックセンターでは最新

家電や画像処理・認識を使った展示を見学しまし
た。
　3日目10月15日は、富士通（株）川崎工場を見
学しました。説明会では、環境都市工学科出身の
方と広島商船出身の方が細かく説明して下さいま
した。
　最終日10月16日は、日産自動車（株）横浜工場
のエンジン･ミュージアム見学のみの予定でした
が、御厚意により急遽生産ラインの見学までさせ
て頂きました。写真は、見学後に展示中のリーフ
を中心にした集合写真です。
　全体を通して、見学先の方々にとても良くして
頂き、クラス全員が楽しんでくれたと思います。

　10月15日16日にあった3年生によるステップ
アップキャンパスを生徒目線で振り返ります！
　1日目は周りにいる人と出来るだけハイタッチ
という無茶振りでスタート。続くロープリレーは
みんなで手をつなぎ、ロープをリレーするのだが
これがムズイ！しかし手をつないだりする事で自
然とみんなの表情も軽くなっていきました！
　そして迎えた料理大会。チーム毎にテーマに
沿った料理を作ります。先生方にも食べていただ
き、料理の美味しさ、4学科の特徴、テーマに
沿っているかなどで審査してもらいます。私達の
チームは「成績が上がる料理」でパンケーキを作
りました。生地に抹茶を混ぜたり、トッピングで
さくらんぼを乗せたりし、色で学科を表現。アイ
スもトッピングして先生方にもご好評でした！

　結果私たちのチームは見事優勝！！味はもちろ
んだが決め手は料理のプレゼンが良かったとのこ
と。料理でもおもてなしの心が大事ですね。
　続く2日目はウォークラリー。呉高専から野呂
山を登り下山後は川尻港を目指します。
　9時頃に高専を出発し、約5時間後に川尻港に到
着。料理大会の点数や登山のタイムなどから順位
をつけ、表彰式を行い、ステキャンは幕を閉じま
した。
　初対面の人とも多く関わる事になるステキャン
は、社会に出た時に必要なコミュニケーション能
力や、自主性を育てるためのいい経験になったと
思います！
　3年生のみんなや先生方、その他多くの関係者
の方々、ほんとにお疲れ様でした！

３年生のステップキャンパス（1日目その１）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生主事補　黒川　岳司

3年生によるステップアップキャンパス(まとめ)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学生会広報委員　木村　　颯（機械工学科3年）

電気情報工学科4年生の特別見学 　　
電気情報工学科４年担任　横沼　実雄

平成27年10月15日呉高専日誌より

平成27年10月16日呉高専日誌より

平成27年10月20日呉高専日誌より

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり 教教育育・・研研究究

月10

　10月13日（火）～16日（金）、機械
工学科第4学年は特別見学旅行を実施
しました。初日は、移動後、東京スカ
イツリーへ！地上350mの天望デッキに
て記念撮影。
　2日目は、新日鐵住金株式会社君津
製鐵所です。点検中のため熱延ライン
が見られなかったのは残念でしたが、
世界最大級の高炉と線材ラインを見学
させていただきました。
　3日目は、本田技研工業株式会社埼
玉製作所でステップワゴンの完成車工
場を見学しました。窓ガラスの取り付

けや車体溶接のロボットは大変勉強に
なったと思います。
　4日目は、学術文化総合ミュージア
ム「インターメディアテク」を見学し、
帰路に着きました。
　空き時間には、東京ディズニーラン
ドや橫浜中華街を訪れた学生も多く、
充実した特別見学旅行になったのでは
ないでしょうか。
　次年度はいよいよ就職・進学です。
この旅行で見学した企業・施設を参考
とし、次年度の就職活動の指針になれ
ばと感じています。

平成27年10月19日呉高専日誌より

機械工学科４年　特別見学旅行 in TOKYO　　
　　　　 機械工学科４年担任　中迫　正一、人文社会系分野　佐賀野　健
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呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

　10月23日（金）13：10より、機械工学科

第4学年の校外実習報告会（夏季インター

ンシップ報告会）を開催しました。

　校外実習は4学年の選択科目となってい

ますが、本年は26名が参加しました。5月

頃から履歴書やエントリーシートを作成し、

夏季休業中に企業で経験した成果を発表し

てくれました。

　就職を来年に控えた4学年において、企

業における製造・設計・開発等の実務を体

験することにより、本校で修得した知識や

技能を裏付けることができたのではと思い

ます。

　また、技術者及び社会人として成長する

ための自覚も芽生えたのではと期待してい

ます。

　10月12日(月)～15日(木)、4年環境都市工学科

と建築学科は台湾にて海外研修旅行を実施しまし

た。

　初日は、お茶セミナーで烏龍茶の淹れ方を学び

ました。台湾の健康・美容などに良いお茶をレク

チャーしていただきました。

　2日目に建築学科は国立中央大学を訪問し、プ

レゼンを行いました。日本について紹介し、また、

大学生の方に台湾の魅力を教えていただきました。

自由散策の時間では大学生と一緒に、有名な台北

101や中正紀念堂を観光しました。夜は士林夜市

で夕食をとりながら自由散策しました。

　3日目は、総統府内部見学、鹿島建設の現場見

学を行いました。鹿島建設株式会社台北支店にて、

レクチャーを受けた後、マンション建設の現場を

見学させていただきました。夜は九ｲ分にて夕食

をとりました。赤ちょうちんがたくさん並んだ幻

想的な街並みに感動しました。

　4日目は、故宮博物院を見学し、有名な水玉白

菜を実際に見ることができました。

　その後忠烈祠を観光し、民芸品店にてお土産を

買い、帰国しました。研修旅行を通して現地の学

生と交流を深めることができ、また、台湾の歴史

や文化について理解することができました。

　最後にこの旅行の企画・引率をしてくださった

先生方に感謝申し上げます。

　10月26日（月）、4年外国語選択英語の授業に
て、オーストラリアのラドフォード高校生たちと、
6月以来久々に第4回スカイプ交流授業を行いまし
た。
　現在サマータイムにより、オーストラリアとの
時差が2時間となっており、ラドフォード高校の
学生はお昼休みだったにも関わらず、8名の日本
語を学ぶ学生が参加してくれました。それで本校
の学生も交替する必要なく、全員が1時間ずっと
スカイプをすることができ、大変喜んでいました。
　トピックは「長期休暇に何をしたか」で、大い
に盛り上がりました。

電気情報工学科　秦　拓馬
　とても楽しい会話ができた。でも簡単なことし

か聞けなかったし、答えられなかった。時間に余
裕ができたら英語にも力を入れたい。

電気情報工学科　松本　宗一郎
　最後に「私たちは友達ですか？」と聞かれた。
もちろんYes!と答え、笑顔でスカイプを終えるこ
とができた。

建築学科　秋光　大地
　交換留学の時に来る人の話題が良い話題となっ
た。外国人との会話が弾むととても楽しい。

　嬉しいことに、これからはラドフォード高校と
のスカイプの機会が増えそうです。学生がトピッ
クについて事前に準備し、より効果的で楽しいス
カイプができればと思っています。

機械工学科４年　校外実習報告会　 　 　　　
　　　　　　 機械工学科４年担任　中迫　正一

第４回スカイプ交流授業　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 人文社会系分野　上杉　裕子

平成27年10月23日呉高専日誌より

平成27年10月29日呉高専日誌より

平成27年10月26日呉高専日誌より

4年環境･建築 海外研修旅行 in 台湾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学生会広報委員　矢野 明日香（建築学科4年）

月

　10月29日（木）の１年生インキュベーション
ワークで、株式会社神鋼環境ソリューションプロ
セス機器事業部の菊池雅彦技術部長をお迎えし、
かくはん混合（ミキシング）に関する技術講演を
行っていただきました。
　インキュベーションワークでは、流体を混ぜる
ということについて、効率よく、均一に混ぜるこ
とを目標として、一年生にかくはん用のインペ
ラーを試作してもらうことにしています。
　講演会では、かくはん機が幅広い分野で使われ
ていること、多少難しい「かくはん流動」に関す
る技術論も披露いただきながら、どのようにすれ
ば効率よく、均一に混ぜることができるか、それ
を実現するためのインペラーの形に関するヒント
をいただきました。同時にヨウ素デンプン反応を

利用した着脱色法による混合試験も行い、混合時
間を幾つかのインペラーで競わせました。用途や
対象によって最適なインペラーがあることを実感
しながらコンテストの対象である「水」に最も適
したインペラーの形を各自が想像したのではない
かと思います。
　講演会での学習を踏まえ、今後、インペラーの
形状決定、試作、性能試験、評価を行っていきま
す。斬新でありながらシンプル、高性能インペ
ラーの発見を期待しています。作ったインペラー
には名前も付けます。
　この一連のワークを通じ、着想アイデアの可否
を短時間で判定する手法を体験しつつ、時間との
闘いである企業の開発業務の一端も垣間見てもら
えたらと思います。

1年生インキュベーションワーク「混ぜるを科学するインペラー製作コンテスト」
招聘講師による講演会を実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機械工学分野　髙田　一貴

平成27年10月29日呉高専日誌より
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　12月3日（木）3・4時限目に環境都市工学科4年

生に対して「広島県内建設業界を知ってもらう説

明会」を開催しました。この説明会は、就職活動

を来年に控えた4年生に、道路やダム、港などの

社会資本整備にたずさわる広島県内の建設業界の

現状や魅力を知ってもらい、進路選択の参考にし

てもらうために企画されたものです。

　まず、広島県土木建築局技術企画課の牧野克真

様から広島県における社会資本整備の状況につい

て説明していただきました。次に、広島県測量設

計業協会の河野吉次郎様から建設コンサルタント

業界の魅力について説明していただきました。最

後に、広島建設青年交流協会の伏見光暁様から広

島県内の建設業の紹介をしていただきました。

　3名の説明後、本校のOBである広島県土木建築

局技術企画課の吉田隆則様（平成8年卒業）も交

えて質問応答があり、高齢化社会において建設業

が果たすべき役割りとは何か、転勤はどの程度あ

るのか、就職先を選ぶときの考え方などについて

質問があり、適切な助言をいただきました。

　先輩方から熱い話を聞けて将来を考えるうえで

大変役立ったと思われます。

　貴重な話をしていただきました講師の先生方な

らびにご参加いただきました広島県土木建築局、

広島県測量設計業協会、広島建設青年交流協会の

皆様に感謝申し上げます。

平成27年12月1日呉高専日誌より

環境都市工学科4年生への広島県内建設業界の説明会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境都市工学分野　森脇　武夫

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり 教教育育・・研研究究

月

　11月4日（木）に呉市にある平原水
源地に現場見学に行きました。
　平原水源地では貯水用のPCタンクの
建設現場を見させていただきました。
　PCタンクは綺麗な水を貯め各場所に
適した量の水をおくる働きがあります。
また余裕をもって貯水しておくことで
水質事故、施設事故、渇水などの際に
応急給水を行うことができます。
　私たちは建設途中のPCタンクに登ら
せていただきました。約7メートル高
さがありとてもスリルがありました。

　また専門的な建設の方法も見ること
ができました。現場見学では初めての
体験がたくさんできました。現場で働
いている人たちの声も聞けて自分の将
来について考えることができました。
　また現場見学にいきたいです。
　最後になりましたが、現場見学を企
画してくださった錢高組様ならびに関
係の方々にお礼を申し上げます。

　1年生は4月に入学してから、早いもので

約7ヶ月が経過しました。入学当初と変わ

らず、元気に毎日を過ごしているようです。

　今回は環境都市工学科1年生の実験実習

（測量）の様子を紹介します。

　実習内容は、平板測量の技術を使って、

校内の地図を作成するというものです。写

真にあるように、三脚の上に木製の板（測

板）を固定し、アリダードという測量機器

を使用してトレーシングペーパーに地図を

描いていきます。

　この日（11月6日）は秋晴れで大変さわ

やかな測量日和でした。

　澄んだ青空を見上げると、2本のひこう

き雲がクロスしていました。澄んだ青空、

クロスしたひこうき雲、紅葉、そして学生

達の測量風景（？）が、とてもマッチして

いました。

　これから、少しず

つ寒くなっていきま

すが、体調に気を付

けて元気に頑張って

いきましょう！

環境都市工学科　現場見学 　　　　　　　　　　　
　 環境都市工学科３年　島村　柚香

環境都市工学科1年生　秋晴れの下での測量実習
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 環境都市工学分野　山岡　俊一

平成27年11月4日呉高専日誌より

平成27年11月6日呉高専日誌より

　機械工学科４年の浦島君が2015みん

なの夢・アイデアコンテスト（大和

ミュージアム開催）の高校・大学の部

でベストアイデア賞を受賞しました。

　インキュベーションワークの「企業

経営や起業家を目指す技術者の育成

（吉川・岩本）」で考案したアイデア

を投稿した成果です。プラン名は「声

をよみとーる」です。

　授業中に先生が言っていることを聞

き逃すようなことがあっても、この

「よみとーる」があれば、簡単に記録

できてノートのように管理できるそう

です。

　高専ではこのような「あったらいい

な」というアイデアを形にする技術や

知識を修得できるはずです。

　これからは、浦島君がこのアイデア

を形にする番です。ぜひ実現してほし

いと思います。

平成27年11月14日呉高専日誌より

２０１５みんなの夢・アイデアコンテスト ベストアイデア賞受賞　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 機械工学分野　岩本　英久
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　4月から本校で交換留学生として勉強し

ていたエマさんが12月12日で帰国すること

になり、11日にご両親と最後のご挨拶に来

られました。最後まで本校での学校生活が

たのしかったので、帰りたくないと言って

いました。ご両親からも貴重な体験をさせ

て頂いて大変感謝していますと校長先生に

感謝の意が述べられました。校長先生から

も夢の実現に向けてこれからもがんばって

くださいとの挨拶がありました。

　また同日から来年1月28日までの約7週間、

本校の建築学科にアンバーさん（2年生）

とトーマス君（3年生）が交換留学生とし

てやってきました。両名とも以前短期留学

で本校を訪れ、建築家志望ということもあ

り、本校への留学を希望したそうです。将

来に向けていい経験になることを期待して

います。

　本校の学生たちにもいい刺激になると思

います。これを機にグローバルに活躍する

自分を想像し、成長してくれることを期待

しています。

さよならエマさん、こんにちはアンバーさん＆トーマス君（ラドフォード高校からの交換留学生）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際交流室員　加納　誠二

平成27年12月17日呉高専日誌より

教教育育・・研研究究 呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

　電気情報工学科では、早いうちから学生に
研究開発マインドを体得させるため、前期末
試験終了後から本科4年生を各研究室に配属し
ます。今年度は熊原宏?君と迫川智貴君の二名
が、昨年の8月6日から本研究室に所属されま
した。
　両名これからの研究室生活のために、以下
の教育プログラムをこなすことになります。

　１．9月15日～26日：伝送回路理論の集中講
　　義（30時間コース）
　２．毎週火～金曜日昼休憩時：英語力向上
　　トレーニング
　３．毎週木曜日8時35分～10時25分、土曜
　　日13時30分以降：各研究テーマ実施

この半年間の成果として、

　２の英語力向上トレーニングに関して
　　両名TOEICスコアが研究室配属前と比べて
　14％以上アップし、本校専攻科推薦入試必
　須スコアをクリアしました。

　１と３の活動に関して
　　熊原君の研究に進展があり、今春3月14～
　18日を会期とし、九州大学伊都キャンパス
　で開催される電子情報通信学会総合大会マ
　イクロ波応用部門で発表することになりま
　した。
　今後も両名の成長に期待したいと思います。

本科4年生研究室に配属
先端電磁波システム研究室

平成28年2月2日呉高専日誌より

　少し先の世界の一端を覗くために、最先
端のロボット技術が搭載されたPepperを導
入しました。
　1月22日から図書館棟ロビーで、本校の
特別フェローとして皆さんに接してもらう
事になり、任命式を行いました。
　森野校長先生から任命書を受け取り、自
己紹介を行いました。もちろん、事前にイ
ンストールしたプログラム通りに任務を果
たしてもらえましたが、無線通信にまだ問
題があり、なかなか言う事を聞いてもらえ
ませんでした。
　Pepperは遠くない未来に私たちの生活に

入ってくるロボットの一つの例になると思
われます。
　Pepperを通して、最先端のロボット技術
を学んだり、利用方法を考える事にしたい
と思います。日中はいつでも会えるように
にしますので、皆さんにも触れてもらいた
いと思います。
　かよわいロボットですので、やさしく
扱ってくださいね。

※呉高専ではソフトバンクロボティクスのPepper
を活用し、独自に実施しています。

　本研究室では2014年8月の広島市土砂災害に

深い悲しみを覚え、電磁波を利用した安全・

安心なインフラ構築を目指した課題を模索し

ておりましたが、インキュベーションワーク

と呼ばれる創造演習授業に研究室学生の他、

機械や土木を専攻する学生達が配属されたこ

とを契機として、土砂災害やインフラ倒壊を

未然に予知するシステムをこの授業の中で展

開してきました。

　先行知財調査とそれらをもとにしたパテン

トマップによる開発戦略策定といった一連の

実習の中で、新しいインフラ倒壊早期検知シ

ステムを学生達が考案、この内容を研究に発

展させ、新原理に基づく「チップレス高感度

センシング」の発想を得ました。

　今回この着想をJST(国立研究開発法人科学

技術振興機構)マッチングプランナープログラ

ム探索試験課題として応募したところ、丁度

インキュベーションワーク発表会最中の1月14

日15時31分に、採択内定のメールが届きまし

た。

　後日担当者に伺ったところ、採択率は20％、

中国地区における採択件数は2件と狭き門のよ

うでしたが、若い学生たちの発想と、研究室

学生のたゆまぬ努力が今回の朗報につながっ

たといえます。

インキュベーションワークで生まれた着想がJST事業として採択される　
　　　　　　　 　　　　　　 先端電磁波システム研究室

Pepperが来ました！図書館棟で待っています　
　　　　　　　 電気情報工学分野　山脇　正雄、藤井　敏則

平成28年1月14日呉高専日誌より

平成28年1月26日呉高専日誌より
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　8月29日（土）～9月2日（水）に、
テニス部の合宿を江田島青少年交流の
家で実施しました。１年生11名、２年
生4名、３年生4名の総勢１９名が参加
しました。毎年恒例の夏季合宿です。
　今年は残念ながら天候に恵まれず、
テニスコートで練習ができたのは初日
午後、２日目、そして最終日午前中の、
期間のほぼ半分程度となってしまいま
した。
　雨天時は屋内の武道場で素振り、筋
トレ、フォーム確認など日頃あまり出
来ないことにじっくりと取り組みまし

た。下級生は皆、上級生の指導を熱心
に仰いでいました。
　参加した部員は日頃の課題を合宿に
持ち込み、それぞれの成果を携えて学
校に戻ります。
　後期も対外試合が多く実施されます
ので、合宿で得られた成果を大いに発
揮し、目標に向かって勝利を積み上げ
ていきたいと願っております。
　皆様、引き続きテニス部への応援を
宜しく御願いいたします。

テニス部平成27年度夏季合宿
テニス部　牛尾　優太（環境都市工学科3年）

平成27年9月3日呉高専日誌より

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり ククララブブ活活動動

9月

　９月５日（土）、１０時より呉市総合スポーツ

センターテニスコートにて呉地区高校ソフトテニ

ス新人選手権大会団体戦が開催されました。

　本校ソフトテニス部は９月１日（火）から合宿

を行い、同大会にのぞみました。

　準々決勝にて、男子は呉青山高校に、女子は呉

昭和高校にそれぞれ勝ち、準決勝に進出し県大会

出場を決めました。準決勝にて、男子は呉港高校

に、女子は呉宮原高校にそれぞれ対戦成績０対２

で負け、３位決定戦にまわりました。３位決定戦

にて、男子は呉工業高校に対戦成績２対０で勝ち、

３位となりましたが、女子は市立呉高校に負け、

４位という結果に終わりました。

団体戦の結果は次のようになりました。

男子　優勝：呉港高校　２位：呉宮原高
　　　３位：呉高専　　４位：呉工業高校

女子　優勝：清水ヶ丘高校　２位：呉宮原高校
　　　３位：市立呉高校　　４位：呉高専

　多数の保護者のみなさま、上級生の部員たち、

そしてOBの原田君が応援に来てくださいました。

　あたたかいご声援、どうもありがとうございま

した。

　バスケットボール部（男子）が、平成27

年度広島県高等学校秋季大会でベスト16校

（参加101校）に入りました。

　呉高専のバスケ部は、1年生の入部者が

多かった2年前に高体連へ初めて加盟しま

した。

　この度は、当時1年生（現3年生）が中心

のメンバーになり、2年間コーチの熱心な

指導のもと、練習に励んできたことから達

成できたものと思います。この後も、ベス

ト8をかけて10月17日に試合が予定されて

います。皆さんも応援お願いします。

試合結果

　9月12日（土）

　呉高専（101）－因島（14）

　9月13日（日）

　呉高専（ 73）－府中（57）

　9月13日（日）

　呉高専（ 77）－崇徳（60）

バスケットボール部県大会でベスト16進出！
バスケットボール部顧問　及川　栄作

ソフトテニス部　呉地区高校新人選手権大会団体戦結果報告
　 ソフトテニス部顧問　井上　浩孝

平成27年9月5日呉高専日誌より

平成27年9月13日呉高専日誌より

　９月２日に安芸阿賀からＪＲ普通電車
（５：５６発）に乗って、８回の乗り換え
を経て静岡県富士市に１９：１０に到着。
次の日の富士山登山に備えます。
　９月３日。富士駅から富士宮新五合目ま
でバスで行き、しばらく体を慣らしてから
登山をスタートします。
　しかし、さあスタートってところで、登
山ガイドの人から「今日は風が強くて８合
目より上は危険で登れないよ」との忠告が
ありました。ただ、次の日には天候は回復
するとの予報であったので、とりあえず様

子を見ながら登山してみようと言うことに
なりました。
　しかし、７合目で風速約20m/sの暴風雨
に巻き込まれ、登山は困難と判断し下山し
ました。「野外活動では引き返す勇気も必
要。また、今度登ろう」
　今年は野呂山や宮島でのキャンプも大雨・
洪水の警報により中止になったため、富士
山は頂上まで行きたかったです。
　応援してくださった皆さん、ありがとう
ございました。また、来年チャレンジした
いと思います。

ワンダーフォーゲル・スキー部　毎年恒例の富士山登山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ワンダーフォーゲル・スキー部顧問　佐賀野　健

平成27年9月3日呉高専日誌より
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ククララブブ活活動動 呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

　呉高専インターアクトクラブでは、毎年

２回、呉中央と阿賀のコスモス園での車い

す清掃活動を行っています。６月の呉中央

コスモス園で活動に続き、９月２６日（土）

に阿賀コスモス園での車いす清掃活動を実

施しました。今回は８名の学生が参加しま

した。

　参加した学生たちはふだんお年寄りが

使っておられる車いすを１台ずつぞうきん

やブラシを使ってきれいにしていきました。

施設の方や利用者の方から「ありがとう」

の声を聞いて、ボランティア活動の意義を

感じてくれたのではないかと思います。

　お忙しい中活動の場を提供していただき

ました阿賀コスモス園の皆様、応援に駆け

付けてくださいました呉東ロータリークラ

ブのみなさま、ありがとうございました。

インターアクトクラブ車いす清掃活動 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 インターアクトクラブ顧問　光井　周平

平成27年9月26日呉高専日誌より

　２０１５年９月２０日、福山大学「宮地
茂記念館」にて、ETロボコン２０１５中四
国地区大会が開催されました。
　今年はデベロッパー部門プライマリーク
ラスとアドバンストクラス、イノベーター
部門に合わせて２４チームが参加し、学生
や社会人という垣根を越えてプログラミン
グ技能を競い合いました。計算機部は「計
算機くれ」として、デベロッパー部門プラ
イマリークラスに４年生２人、２年生４人
のチームで参加しました。
　大会前の試走でロボットが正常に動かな
いなどのトラブルもありましたが、プログ

ラムに修正を加え、その結果準優勝をする
ことが出来ました。
　私たちは１１月１８、１９日に横浜で行
われるチャンピオンシップ大会（全国大会）
に出場する権利を得ました。チーム一丸と
なり、良い結果を出せるよう頑張りますの
で応援をよろしくお願いいたします。
　最後になりましたが、呉高専計算機部を
支えてくださる皆様に感謝いたします。

ETロボコン中四国地区大会 準優勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計算機部　西山　拓海（電気情報工学科2年）

平成27年9月20日呉高専日誌より

　９月２６日と２７日に広高校（男子）と
市立呉高校（女子）を会場に行われた平成
２７年度の新人バドミントン大会に参加し
てきました。
　結果は、男子シングルスで坂本雅弥君
（電気情報１年）が見事優勝！しました。
他にも男子シングルスでは松木聖也君（建
築２年）が４位に入賞し、鹿谷智也君（機
械２年）も６位に入りました。また、男子
ダブルスでは松木聖也君と鹿谷智也君が２
位と健闘しました。
　女子も負けていません。女子ダブルスで

石塚仁奈さんと向井里歩さん（どちらも建
築２年）のペアが３位に、石塚さんはシン
グルスでも５位に入賞しました。特にシン
グルスの参加者数が100名を越える女子の
大会での上位入賞は大変価値があります。
　上記の選手たちは１１月に開かれる県大
会に出場します。また男子は上記以外の選
手も合わせ団体戦にも出場する予定です。
　後期中間試験の勉強との両立も大変で
しょうが、是非頑張ってもらいたいです。

バドミントン部 新人戦呉地区大会報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 バドミントン部顧問　大和　義昭

平成27年9月27日呉高専日誌より

月9

　9月15日に全国高専体育大会ソフトテニス女
子ダブルスで全国優勝した矢野明日香さん・
矢野遥香さんと木下コーチから小村市長へ大
会報告をさせて頂くため表敬訪問致しました
ので、その内容を紹介いたします。
　矢野さん達と木下コーチから今大会の試合
結果とその経緯を説明させて頂き、3年連続全
国大会出場で、昨年は準決勝で敗退、その悔
しさをバネに1年間かけて、技術とメンタルの
両方を毎日欠かさず鍛錬したことが、全国優
勝の大きなポイントになったことを話させて
頂いている間、小村市長は親しみやすい笑顔
で聞いていただきました。
　また、小村市長からスポーツに取り組む大

切さをお聞きし、呉市のスポーツ振興に大変
強い志があることを訪問者全員が感じました。
　そして、来年は全国優勝2連覇をしてまたお
伺いする約束をし、和やかな報告ができまし
た。
　矢野明日香さん、矢野遥香さんペアは既に
来年を見据えており、ソフトテニス女子ダブ
ルスで全国連覇はまだ達成していないとのこ
とで、歴史に残る挑戦をする姿勢に心を打た
れてしまいました。
　最後に、小村市長との面談にご配慮いただ
きましたスポーツ振興課の青山様に大変感謝
いたします。

平成27年9月15日呉高専日誌より

ソフトテニス女子ダブルス全国優勝で呉市長表敬訪問
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学生主事　西坂　強
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　演劇部は、10月18日(日)川尻のベイノロ
ホールでおこなわれた第６３回呉地区高等
学校総合演劇大会に出場しました。上演作
は問谷汐里さん(機械工学科４年)による創
作劇「夢を見よ～シンデレラ～」です。
　自分は、初めての大会でとても緊張しま
した。本番前の練習でも学校によって、発
声や練習の仕方が違い、とても勉強になり
ました。自分達が上演している時、ここの
場面はお客さんが笑ってくれるだろうと
思っていたところで笑ってくださらなかっ
たり、想定外の場面で笑うなど、タイミン
グも感覚もすべて役者とお客さんによって

違うものなのだと思いました。
　また、そこが演劇をする上での醍醐味な
のではないかと実感しました。
　審査員の先生方にはエンターテインメン
ト要素盛りだくさんのとても楽しい舞台だ
と評価していただき、優良賞をいただきま
した。
　今大会で得られた改善点などを生かして
これからも精進してまいりますので応援よ
ろしくお願いします。

　10月22日、国際交流部の部員と長岡技科
大学の留学生とで、スカイプを使った英会
話を行いました。放課後、一年生から五年
生までの部員４人が集まり、インターネッ
トを通じて、マレーシアから来られたファ
イロザさんと約４０分の会話を楽しみまし
た。
　全員初対面でしたが、まずは自己紹介か
らはじめ、自分の学科で勉強していること
などを話しました。英語がとても堪能な
ファイロザさん。とても積極的に会話を
リードしていただき、部員も英語でなんと
か伝えようと頑張りました。将来の夢は？

なんていう深い話に至ることも。そんな時
も、実は日本語も流暢なファイロザさんに
助けられながら、とてもリラックスした雰
囲気で話すことができました。
　国際交流部では、いろいろな国の文化や
価値観に触れ、異文化理解に努めています。
世界に目を向ければ、お互いに母国ではな
いけれど、英語で話す場面は当たり前に
なってきました。
　英語はコミュニケーションのツールだと
いうことが改めて感じられた活動でした。

第63回呉地区高等学校総合演劇大会に出場しました 　　 　
　　　　　　 演劇部　岩﨑 銀次郎（環境都市工学科１年）

平成27年10月18日呉高専日誌より

平成27年10月22日呉高専日誌より

国際交流部　長岡技科大学生とスカイプで交流
　　　 国際交流部　大室　ひな（環境都市工学科3年）

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり ククララブブ活活動動

月

　平成27年10月11日（日）、呉市オークア
リーナ、NHKアイデア対決・全国高専ロボコン
2015中国地区大会。今年のテーマは「輪花繚
乱」、３分間で太さ高さの異なる９本のポー
ルにロボットが輪を投げ入れ得点を競います。
　呉高専Aチームの「Infinity-1」は１回戦、
９本のポールに輪を入れ、1'29"でＶゴールに
よる完全勝利、2回戦はトラブルにより敗退。
同じく、Bチームの「降輪！なげわ君」は１回
戦7点を先取し圧勝、2回戦はトラブルにより
敗退。
　両チームとも2回戦で敗退はしたものの、１
回戦目で、ロボットの特徴を十分にアピール
することができ、Ａチームは「技術賞」、Ｂ

チームは「特別賞（マブチモーター株式会
社）」を獲得しました。
　さらに嬉しいことに、Ａチームは「戦艦大
和の主砲の動作を連想させる２連独立式発射
機構の技術力」と「投げ輪を絡め捕り成長す
るＶゴール完全防御システムの奇抜なアイデ
ア」が高く評価され「全国大会推薦」を頂き
ました。昨年に引き続き2年連続の全国大会出
場となりました。
　学内外より応援して頂いた関係の皆々様方、
引き続きまして、11月22日（日）の全国大会
（東京・両国国技館）での優勝に向け、応援
を宜しくお願いいたします！

平成27年10月13日呉高専日誌より

アイデア対決・全国高専ロボコン２０１５中国地区大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロボット製作クラブ部長　棟居　拓海（機械工学科4年）

　10月24日（土）に呉市昭和支所体育
館で開催された第６１回呉地区高等学
校新人卓球大会の男子団体戦に1年生6
名が参加しました。
　この大会は、第６１回広島県高等学
校新人卓球大会呉地区予選と４３回全
国選抜高等学校卓球大会呉地区予選を
兼ねており、2位以上になると県新人
戦だけではなく全国に繋がる選抜県予
選にも出場することができる大会で、
呉地区の9校出場しました。
　1年生のチームとして健闘しました

が、準決勝で敗れ、惜しくも3位で、
全国大会に繋がる選抜県予選は出場で
きませんでした。
　残念ながら目標としていた2位以上
にはなれませんでしたが、3位となり
自信となった部分もあります。
　この大会で得た収穫と課題を今後の
練習に活かしていきたいと思います。

卓球部　第６１回呉地区高等学校新人卓球大会で3位になりました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 卓球部　大成　伸也(電気情報工学科1年)

平成27年10月24日呉高専日誌より
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ククララブブ活活動動 呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

　平成27年度広島県高等学校新人剣道

大会が7日（土）、8日（日）、14日

（土）に行われ、剣道部も7日剣道形

の試合に3組、8日団体戦に1チーム、

14日個人戦に4名（男子3名、女子1名）

が出場しました。

　団体戦では春の県総体5位（ベスト

８）以上の成績を目指して頑張りまし

たが、ベスト16という結果となり、中

国高等学校新人剣道大会への出場が叶

いませんでした。また。剣道形・個人

戦とも奮わず、上位に進出することが

できませんでした。

　反省点が多くある大会でした。来春

の中国大会、インターハイ予選、高専

大会に向けて、この冬はしっかり稽古

していきたいと思います。

平成27年度広島県高等学校新人剣道大会に出場 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剣道部顧問　加納　誠二

平成27年11月17日呉高専日誌より

　県大学サッカーリーグの最終節で苦敗して
５勝１敗となり、昨年同様のリーグ2位で今
シーズンが終了いたしました。この試合で5
年生が公式戦引退となりました。夏の高専大
会が終わっても引退せず、秋の大学リーグま
で継続して練習に参加してくれた5年生達に
大変感謝しています。
　このスタイルは一昨年の内海キャプテンか
ら始められ2年目ですが、今年は、泉キャプ
テンと5年生全員がその意向に沿って残り、
質の高い練習を高専大会後もできたことが、
後輩たちのレベルアップにつながり大変助か
りました。
　本当に5年生のメンバーに感謝しておりま
す。お疲れ様でした。
　県大学リーグ優勝と高専大会全国での活躍

は来年に持ち越しになりましたが、着実にレ
ベルアップし統一したチーム目標を持つクラ
ブへと変わりつつあると感じております。そ
して、4年生までの新チームで10月24・25日
に新居浜高専と遠征試合を行いました。全国
常連校の違いに気が付いてくれれば、練習へ
の取り組みも個々で変わってくれると期待を
しています。
　高専のカテゴリーで高い目標水準を持って
練習に取り組めるよう、春には今年度全国優
勝の鹿児島高専との遠征試合を計画していま
す。学生達が目標を達成するために努力し、
そのプロセスを通して人として成長してくれ
ることを期待しています。
　今後共、ご支援よろしくお願い致します。

サッカー部　平成27年度県大学リーグ結果 　
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 サッカー部顧問　西坂　強・丸山　啓史

平成27年10月25日呉高専日誌より

月1110

　ワールドカップ等で盛り上がりを見せているラ

グビーですが、高専大会では初戦を勝ち抜くこと

ができ、選手一同大いに気勢をあげました。

　初戦は松江高専とのゲームで、苦戦を予想して

いました。その予想通り、前後半を通じて接戦と

なりました。

　前半、ラインアウトから2年生新井君が持ちこ

みトライ。後半は3年生永井君が、40ｍあまりの

ペナルティゴールを見事に決めました。五郎丸選

手のようなルーチンはない淡々とした動作でした

が、ポールの真ん中を超える見事なキックでした。

　ボールの支配率は高く、危なげない試合でした

が、幾度かのピンチを固い絆で防ぎました。

　翌日は優勝候補でシード校の宇部高専とのゲー

ムでした。実力の差を感じていましたが、前半は

再度の永井君の長距離ペナルティゴールも決まり、

点差をつけられながらも何とか持ちこたえたよう

に思いました。

　しかし、後半は連戦の疲れも出てしまい、最終

的には50点余りの差がついた結果となってしまい

ました。敵陣に攻め込む機会も何度かあり決定力

の不足で得点できませんでしたが、実力的にはこ

こまでの差は無かったと思います。

　とにかく勝って、Aパート第2位の結果になり、

来年に期待がつながった大会になりました。

平成27年11月18日呉高専日誌より

中国地区高専体育大会（冬季大会）ラグビー競技 戦績報告Aパート第2位！
　ラグビー部顧問　山脇　正雄

　平成27年11月22日（日）、東京両国国技館に

てアイデア対決・全国高専ロボコン2015全国大会

に参加しました。テーマは「輪花繚乱」、ロボッ

トによる輪投げです。　赤・青2チームに分かれ

て対戦し、競技時間3分以内に9本のポールに輪を

投げ入れるか、ポールに輪を投げ入れて多くの得

点を得たチームの勝利です。

　呉高専は中国地区大会においてAチームの「I

nfinity-1」のVゴールと正確な射出機構が評価さ

れ技術賞と全国大会推薦をいただき、去年に引き

続き全国大会連続出場を果たしました。それから、

約１か月間ロボットの改良を重ね、パワーアップ

して全国大会に臨みました。

　全国大会では、どの高専もレベルが高く、熾烈

を極めました。呉高専は、１回戦第5試合にて明

石高専「わっさん」と対戦しました。呉高専は残

念ながらマシントラブルを起こし、十分な実力を

発揮できずに負けてしまいました。

　結果は、１回戦敗退となってしまいましたが、

全国大会の経験と悔しさをバネに来年に向け精進

して参りたいと思います。

　応援に来て下さった卒業生、保護者、教職員の

皆様方、本当に有難うございました。

アイデア対決・全国高専ロボコン2015全国大会
　　ロボット製作クラブ　道本　郁也（建築学科5年）

平成27年11月18日呉高専日誌より
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　第47回スポーツリーダーズセミナーを開催しま
した。
　本研修は、各運動部の次年度にリーダー（部長・
キャプテン）になる人を対象に、運動部の指導者
としての見識、また部活動を行う際のトレーニン
グ方法を学ぶことを目的としています。ケアウイ
ング曙の高橋大輔氏を講師にお招きして、午前中
は「リーダーシップ」について、午後は「身体の
基本的機能とコンディショニングトレーニング」
をテーマにご講義頂きました。
　午前の講義ではいくつかのペア・グループワー
クを通して、リーダーとして（だけではなくても）
重要なコミュニケーションについて、「自分を知
ること」、「他者の理解」、「３つのきく（ask、

hear、listen）」について学びました。“リー
ダーとは強い個性を持つ人だけがなるというもの
だけではなく、誰もが自分の役割（得意なこと）
に応じてリーダーになる”という言葉がとても印
象に残りました。
　午後の講義では赤ちゃんの発達段階を参考にご
考案されたトレーニングを学びました。普段、部
活動で鍛えている人も、中々大変そうでした。け
がをしないために必要なトレーニングです。
　今回の研修を通して学んだことを、ぜひ次年度
からのクラブ活動・運営に生かして下さい。
　最後に今回の講師をご快諾頂いた高橋大輔先生、
運営に携わって頂いた担当教職員、学生に御礼申
し上げます。

平成27年12月17呉高専日誌より

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり ククララブブ活活動動

　1月16日（土）、毎年恒例の吹奏楽
部定期演奏会（第１８回）を広まちづ
くりセンターホールで開催しました。
今年は例年以上の方にご来場いただき、
部員たちも張り切って演奏できたよう
に思います。
　本校吹奏楽部演奏会は演奏曲がバラ
エティーに富み、またいろんな演出が
されていて非常に楽しい時間を過ごせ
る点が特徴ですが、当日ご来場いただ
いたお客様のアンケートのご意見を一
部披露します。
・大変楽しい時間でした。癒されました。

・本当にあたたかいムードの演奏会でした。

来年も楽しみにしています。

・吹奏楽コンサートでこんなに笑ったのは

はじめてです。楽しませていただきました。

　この他、たくさんの励ましの言葉を
いただきました。ありがとうございま
す。
　演奏会終了後は後片付けをサッと終
えて部室に戻り、反省会およびミー
ティングです。在校生部員から本科卒
業生に感謝の花束贈呈がありました。

平成28年1月16日呉高専日誌より

呉高専吹奏楽部第１８回定期演奏会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 吹奏楽部顧問　宇根　俊範

　２０１５年１１月１８日、１９日パ
シフィコ横浜において、ETロボコン
2015チャンピオンシップ大会が開催さ
れました。全国346チームから勝ち抜
いた42チームが集結しプログラミング
の技能やプログラムの設計を競い合い
ました。
　計算機部はチーム名を「計算機くれ」
として、デベロッパー部門プライマ
リークラスに参加しました。プライマ
リークラスは企業11チーム、大学など
6チーム、高専・高校4チームの21チー

ムが参加し激戦となりました。
　入賞こそ逃しましたが、中四国地区
大会ではクリアできなかった難所コー
スもほぼクリアでき、直前までがん
ばった成果が発揮できました。
　最後に、応援をしていただいた教職
員・保護者およびETロボコン関係者の
皆様に感謝いたします。

ETロボコンチャンピオンシップ大会に参加しました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計算機部顧問　藤井　敏則

平成27年11月18日呉高専日誌より

　私達、女子バスケ部は今年度秋から参加
していた大学リーグ二部の部で３位に入賞
しました。
　賞を頂くのは、女子バスケ創部以来初の
快挙だそうで部員一同とても自信のついた
大会になりました。大学リーグは、広島県
内の大学のサークルや同好会が集まってい
て、国体選手がいる強豪チームや全員が１
年生のチームなど様々なチームと対戦する
ことができる大会です。
　私達高専生よりも経験豊富な大学生と試
合をするのでなかなか良い結果を求めるの

は難しいかなと思っていましたが、１０試
合中８試合も勝つことができました。どの
チームともそこまで差はなく、１点差や２
点差で勝った試合もあります。
　高専大会では、追い上げられ負けてしま
うことが多かったですが、今回の大学リー
グでは最後まで粘って、落ち着いたプレー
ができたおかげかそんなことは一度もあり
ませんでした。これはチーム全体の向上に
繋がるすばらしい快挙だったと思います。
　この経験を今後に生かし、部員全員一丸
となって頑張って欲しいと思います。

女子バスケットボール部　史上初の表彰状！(T_T)　　
女子バスケットボール部　青野　芽生（建築学科５年）

平成27年12月16日呉高専日誌より

月11

第47回スポーツリーダーズセミナー　
　　　　　　 学生主事補　平松　直哉
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イイベベンントト 呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

　今年も入試説明会の時期となりました。
10月4日（日）に、広島大学東千田キャン
パスで今年度初回の入試説明会を開催しま
した。
　説明会の前半では、篠部教務主事による
学校概要説明の後、機械工学科、電気情報
工学科、環境都市工学科、建築学科の各教
員による学科紹介を行いました。後半は、
入試の方式や内容、出願時の具体的な注意
事項について説明いたしました。
　なお、学力入試については、今年度より
マークシート方式が導入されます。今回の

説明会では、マークシートの見本もご覧い
ただきました。
　10月18日（日）には呉会場と三次会場、
10月25日（日）には福山会場で入試説明会
を開催します。
　本校に興味をお持ちの方はぜひご参加く
ださい。

広島で入試説明会を開催　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 教務主事補　冨村　憲貴

平成27年10月4日呉高専日誌より

　10月２日、金曜日、球技大会が開催され
ました。
　今年で、３度目の球技大会を迎える私は、
あまり緊張せず、楽しむことができました。
「昨日の雨はどこに行ったのかと言うほど
晴れ、呉高専の上の空だけ雲がない」と学
生会長の一言によって、多くの学生が空を
見上げて、始まった球技大会。
　私が入学してから、球技大会当日は快晴
というほど、恵まれた天気を迎えていませ
んでしたが、今年の球技大会は、とても気
持ちの良いスタートができました。

　私が今年の球技大会で感じたことは、低
学年でも高学年に勝つくらい強いというこ
とです。
　先輩、後輩関係なくみんな必死に楽しみ
ながらプレーしていましたし、昼休憩以降
までトーナメントで残ったチームは、休憩
時間を返上して練習しているチームもあり、
改めて球技大会は面白いなと思いました。
　来年もまた応援し、プレーをしながら、
上を目指していけたらいいなと思いました。

平成27年度呉高専校内球技大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学生会広報委員会　山下すみれ（環境都市工学科３年）

平成27年10月2日呉高専日誌より

　10月7日（水）、本校の所在する呉

市阿賀地区において、南海トラフの巨

大地震に備え、地域住民、地域内諸学

校の学生等、約2,000名が参加する大

規模な地震・津波合同避難訓練が実施

されました。

　本校からは、１学年及び一部教職員

の約180名が参加し、本校から北東側

に位置するコトブキ技研株式会社様の

駐車場まで迅速に避難しました。

　今回の訓練を行い、今後地震及び津

波等が発生したら、自分達はどういっ

た行動を心掛けるべきか、一人一人が

考える良い機会になりました。

平成２７年度阿賀地区地震・津波合同避難訓練が実施されました
　 　総務課庶務室総務係

平成27年10月7日呉高専日誌より

月9 10

　9月9日（水）阿賀小学校２年生101名

が虫を見つけに来られました。

　「げんきにそだて」という生活科の学

習の一環として、「生き物が住んでいる

場所の特徴に気づく。」ことや「生き物

に親しみを持ち、大切にする。」ことを

目的に、虫を取るあみとかごを持って、

学生寮そばの草むらやグラウンドでバッ

タ、コオロギ、トンボ、チョウなどを夢

中で探していました。

　途中から雨も降り出す中、いっぱい虫

を取った児童もいればなかなか取れない

児童もいたり様々でしたが、虫を追いか

けている様子はとても楽しそうでした。

平成27年9月9日呉高専日誌より

阿賀小学校２年生が虫を見つけに来られました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学生課長　村岡　昌良

　 呉高専だより　73号　2016年3月　　29



　平成２７年１０月１９日に第６４回寮生
指導者研修会がグリーンピアせとうちにて
開催されました。
　この研修会は春と秋の毎年２回実施され
ます。今回は新しく寮生会の役員となった
３・４年生が参加しましたが、これまで以
上に学生寮を良いものにしようと終始活発
な議論がなされました。
　最初に全体討議では、前回の研修会で立
てた各寮・階の努力目標の達成度について
の反省と、今後の目標について報告があり
ました。その後、寮生活の意義について全

体で討議した後、三つのグループに分かれ
て「寮生の遅刻対策」「イベントの見直し」
「ミーティングの改善」について討議が行
われました。
　今回の研修での話し合いだけで終わらせ
るのではなく、これから寮生の指導者とし
てどのように行動していくかが重要だと思
います。
　寮生のみんながより充実した生活を送る
ことができるように、活動してくれること
を期待しております。

　10月30日(金)、高専祭の前夜祭が行
われました。軽音部による演奏とダン
ス部によるパフォーマンスの後、各学
科の3年生による自主制作映画を発表
する映画祭がありました。
　私たち建築学科は、コミカルな映画
が多い中、あえてシリアスなテーマで
挑みました。脚本の製作や撮影は放課
後等に自分たちで行い、参加した人た
ちはみんな楽しそうでした。
　上映の時には、どの学科の映画も個
性豊かな内容で面白く、会場は大変盛

り上がりました。
　そして気になる結果発表の時！
　映像とストーリーが高評価を獲て、
見事、建築学科が優勝することができ
ました！
　映画製作に携わった3年生のみなさ
ん、お疲れ様でした。

第６４回　寮生指導者研修会 　　　　　　　　
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 寮務主事補　佐賀野　健

平成27年10月19日呉高専日誌より

平成27年10月30日呉高専日誌より

映画祭がありました　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学生会広報委員　友田　奈那・村上　琴羽（建築学科3年）

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり イイベベンントト

　10月7日(水)、アガデミア合同地域清掃

活動（クリーンアップ阿賀）に本校の1年

生が参加しました。

　アガデミアとは、阿賀地区の７つの教育

機関と地元自治会とで組織する「阿賀学園

地域教育連携協議会」の愛称です。その活

動の一環として、学校・自治会が合同で清

掃活動を行う、クリーンアップ阿賀を実施

しています。同日に行われた合同津波避難

訓練の後、アガデミアに加盟する学校がそ

れぞれの区域の清掃活動を行いました。

　参加した学生と教職員の頑張りで、多く

のゴミ、雑草を取り除くことができました。

ゴミを道ばたに捨てたりすることのないよ

う、日頃から環境美化に努めましょう。

平成27年10月7日呉高専日誌より

地域を美しく！クリーンアップ阿賀に参加しました 　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教務主事補　冨村　憲貴

　平成27年10月31日（土）、第2回学

校見学会が開催され、242名の方（中

学生：132名、保護者：110名）にご

参加いただきました。

　まず、視聴覚教室において全体説明

会が行われ、森野校長より呉高専の説

明がありました。その後、参加者の皆

さんは各学科を回り、展示や実験を見

学、体験しました。

　また、この日は高専祭初日でもあり、

模擬店でお昼ご飯を食べ、ステージ企

画や文化展示、ライブ等を楽しんでい

ただきました。

　入試まであと少しになりましたが、

体に気をつけて残りの中学校生活を頑

張ってくださいね。

平成27年度　第2回学校見学会 　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 教務主事補　山岡　俊一

平成27年10月31日呉高専日誌より

月10
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　今年度の第２回目のブックハンティング

が、11月30日（月）に開催されました。

場所はジュンク堂書店（広島駅前店）に１

～３年生の学生およそ20人ほどでおじゃま

させてもらいました。

　試験明けの当日ということもあり、みん

な解放感に満ち、生き生きと本を選んでい

る様子が見受けられました。予算は１人１

万円でしたが専門書には高価なものが多く、

どの本を買うか選ぶのにとても苦戦しまし

た。中には自分の持ってきたお金で気に

なった専門書を選んで買っているようなと

ても意識の高い学生も居て素晴らしいなと

思いました。

　なかなか普段買えない本を選んで買って

きたので学校の図書館に並べられるのを楽

しみに待っていてください。

　なお、ブックハンティングに必要な経費

は後援会から支援していただいてます。

　ありがとうございました。

平成27年11月30日呉高専日誌より

平成２７年度第２回ブックハンティング　　　　　　　　　　
　　 　学生会文化環境副委員長　三京　拓弥（機械工学科３年）

　呉高専内の音楽に関わるグループ・団体

によるコンサートを放課後に視聴覚教室で

開催しました。

　出演したのはピアノ同好会・フォークソ

ング部・インキュベーションワーク（合唱

曲を歌おう）・吹奏楽部（アンサンブル）

です。合唱には地元阿賀まちづくりセン

ターコーラス教室の方々にも加わっていた

だきました。

　演奏曲はクリスマスソングやアニメ、映

画音楽等いろいろなジャンルにわたり、各

グループ、それぞれ特色のある演奏で来場

してくださった方々も十分満足されたので

はないでしょうか。また、出演グループも

お互いの演奏を聴き合うことで勉強になっ

たと思います。

　当日の来場者のアンケートには「気持ち

がよくなった」「なごり雪は鳥肌がたった」

「感動しました」等のご意見をいただきま

した。

ミニ・コンサート開催 　　　　　　　 　　　　　
吹奏楽部顧問　宇根　俊範

平成27年12月10日呉高専日誌より

月11 12

　11月1日（日）に創立50周年記念事業の一
環として製作されたモニュメントの除幕式を
行いました。式典には、木坂呉市副市長をは
じめ、中野呉商工会議所専務理事、加藤阿賀
地区自治会連合会会長、その他アガデミア会
員の方々や本校関係者など、約120名が出席し
ました。
　除幕式では、森野校長からモニュメント設
立の趣旨などを交えて挨拶があり、続いて木
坂副市長、中野専務理事からご祝辞を頂戴し、
吹奏楽部のファンファーレと共に、来賓及び
本校関係者により除幕が行われました。
　また、モニュメントデザイン発案者である
上光日向様（阿賀中学校１年生）と、モニュ

メントデザインのモチーフとなったロゴマー
クの発案者である清川直子様（本校卒業生）
へ記念品を贈呈し、モニュメントデザイン設
計者である間瀬教授から、コンセプトの説明
が行われました。
　最後に、加藤会長の音頭により、本校のさ
らなる発展に向け万歳三唱を行い、除幕式を
締めくくりました。
　今後、モニュメントに付随する時計機能、
電光掲示板機能を活用し、本校及び阿賀地区
をはじめとした呉市のランドマークとなるこ
とが期待されます。

　10月30日（木）の19時から21時まで、嶺
陽寮では寮祭を開催しました。本行事は毎年
高専祭の前々日に、高専祭実行委員技術部ス
タッフが尽力して設営してくれた高専祭用ス
テージを活用して行われています。
全寮生（現在300名余）が一堂に会し開かれ

る寮祭のメインイベントは、何と言っても一
年生によるスタンツ（寸劇、踊り）です。今
年も男子寮の同じ階に住む者同志が協力し合
い、息の合った面白い寸劇を発表しました。
今年の一年生スタンツ部門で優勝を獲得し

たのは、女子寮一年生でした。現在女子寮一
年生は17名おり、例年になく大所帯になって
いますが、この日のために一致団結してダン

ス練習を重ね、AKB48の曲に合わせて踊って
くれました。
　その出来栄えは、本当に見事でした。
　その他、寮生会役員・ライフマスターによ
るスタンツ、ツイスターゲーム、ビンゴゲー
ムなど様々な企画が取り入れられ、楽しい寮
祭のひと時があっという間に過ぎていきまし
た。
　企画運営に当たった役員ならびにライフマ
スターの皆さん、大変お疲れ様でした。
　また、寮文化行事の実施に際し多大なご理
解とご支援を頂きました寮生保護者会の皆様
に、心より感謝申し上げます。有難うござい
ました。

呉高専創立５０周年記念モニュメント除幕式を行いました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総務課庶務室総務係

寮祭が開かれました 　　　　　　　　　　　　　　
寮務主事補　蒲地　祐子

平成27年11月1日呉高専日誌より

平成27年11月2日呉高専日誌より
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　平成27年12月13日（日）に、「第3回びっくり
ワクワククリスマスサイエンスショー」を開催し
ました。
　このイベントは、自然科学・人文社会、機械、
電気、環境、建築といった幅広い分野の実験・工
作を体験することで、自然の不思議や科学の面白
さを体験してもらうことを目的としています。今
年は30種類ものブースの出展があり、この規模の
イベントは本校としては初めての試みです。
　イベント当日は、天候にも恵まれ、園児・小学
生や家族連れなど、約650名と多くの方にご来場
いただきました。材料に限りのあるブースでは、
希望する方全員に体験していただくことができず
にご迷惑をお掛けいたしましたが、全ブースとも
大いに盛り上がりました。

　子どもたちが目を輝かせて、数多くの実験・工
作を体験し、作ったものを大事そうに持ち帰る様
子をみると、このようなイベントの重要性を強く
感じさせられます。また、子どもたちが本校の学
生（やさしいお兄さんやお姉さん）と楽しく作業
している様子が印象的でした。
　来場者の中から、未来の技術者・科学者が出て
くれることを期待しています。
　来年も開催予定ですので、またのご来場をお待
ちしております。
　最後に、本イベントの目的に賛同していただき、
ブースを出展して下さいました株式会社ミカサ、
戸田工業株式会社、公益社団法人日本技術士会中
国本部、株式会社中国放送、宮本機器開発をはじ
めとする協賛・協力企業の皆様に感謝いたします。

第３回びっくりワクワククリスマスサイエンスショーを開催しました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自然科学系分野　川勝　望（サイエンスショー担当）

平成27年12月13日呉高専日誌より

　12月12日（土）に、阿賀公民館3Fホール

にて「第10回アガデミア文化発表会」が開

催されました。

　アガデミアとは、阿賀地区の７つの教育

機関と地元自治会とで組織する「阿賀学園

地域教育連携協議会」の愛称です。阿賀ま

ちづくり協議会との共催で実施している本

発表会も今年で10回目を迎え、阿賀地区の

各学校による吹奏楽、合唱、手話、演劇、

踊りが披露されました。

　呉高専からは演劇部が出演し、「お浦と

治作」を上演しました。阿賀に伝わる悲恋

の物語をもとに、部員が現代的な味付けを

加えて脚本を書いた作品です。

　役者が客席にまで下りていき、観客との

やりとりをもとにストーリーを変えていく、

といった面白い試みも交えられていました。

　ご来場くださった皆様に心より御礼申し

上げます。

平成27年12月12日呉高専日誌より

第10回アガデミア文化発表会　ーTHANKS阿賀 in アガデミアー
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教務主事補　冨村　憲貴

月12 2

平成２７年度校内読書感想文コンクールの表彰式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
学術情報係　原田　亜紀子

平成27年12月16日呉高専日誌より

平成28年2月16日呉高専日誌より

卒業寮生歓送夕食会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 寮務主事補　泉　洋輔

　２月１６日（火）１７時３０分より学

生寮食堂において卒業寮生歓送夕食会が

開催されました。この日は学年末試験の

最終日でしたので、参加した寮生諸君の

顔は開放感からか晴ればれとしていまし

た。

　さて、卒業寮生の入場に始まり、寮務

主事・寮生副会長の挨拶のあと、卒業寮

生代表への記念品贈呈があり、卒業寮生

から寮食堂の従業員の方への花束贈呈、

そして前寮生会長の挨拶と続き、歓送夕

食会が始まりました。

　５年あるいは７年間の寮生活の経験は、

今後の社会の一員となっていく上で貴重

なものとなるでしょう。これからの大い

なる活躍を期待したいと思います。

　最後になりましたが、盛大な夕食会を

企画立案していただいた寮生会役員と寮

食堂のみなさま、そして、会場の準備・

片付けを分担して手際よくやってくれた

寮生諸君に感謝します。

平成28年1月13日呉高専日誌より

　平成２７年度校内読書感想文コンクール
の最優秀賞の表彰式を、校長室でおこない
ました。最優秀は、以下のとおりです。

　１年　環境都市工学科　沖田　航周
　２年　建築学科　　　　清水　波音
　３年　電気情報工学科　空　　翔太

　読書感想文コンクールは、毎年図書館主
催で実施しており、今年で第12回になりま
す。
　学生は、
　１年生：課題図書（芥川賞・直木賞受賞
作等）
　２年生：教員の指定した課題図書

　３年生：ノンフィクションなど政治経済
に関する本、４年生以上：自由

　と、指定された本を読み、夏休み中に感
想文をまとめて応募します。
　選考は、本校教員がおこないますが、学
年によっては、名前を伏せた上で学生の感
想を聞くという、学生による評価もおこ
なっています。
　最優秀賞の受賞は、前回は男子学生だけ
でしたが、今回は、男子学生2名、女子学
生1名という結果になりました。
　次回もたくさんの作品の応募があること
を期待しています。
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　平成２７年秋の叙勲で、本校の元校

長福永秀春名誉教授が瑞宝中綬章を受

章されました。

　福永名誉教授は昭和４３年４月から

平成１３年３月まで３３年間、広島大

学に奉職され、在職中には専門である

材料工学分野において、先進複合材料

の製造プロセシング及びその信頼性強

度に関する研究を発展させ、百数十編

の論文を国内外に発表し、学術並びに

生産技術の進展に貢献されました。

　また、平成１３年４月からは本校第

６代校長として就任され、呉高専を特

色ある地域に根ざした高等教育機関と

して発展させるため、本校の教育並び

に管理運営に注力されました。

　以上のように、長年にわたる教育研

究への功績が評価され、この度の受章

に至りました。

　心よりお祝い申し上げます。

　１１月５日（木）に西部工業技術セ

ンターにて研究成果発表会が開催され

ました。

　西部工業技術センターでは、県内中

小企業の技術支援を推進するための発

表会が毎年開催されています。

　本校からは、技術支援機関の紹介

コーナーにおいて、中迫教員「研究室

紹介及び潤滑油のトライボロジー特性

に及ぼす金属ナノ粒子の効果」、山脇

教員「３Ｄプリンタによる炭素繊維強

化プラスチックの成形」の２件のポス

ター展示を行い、シーズを発信しまし

た。

元校長福永秀春名誉教授が瑞宝中綬章を受章されました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務課庶務室総務係

西部工業技術センター研究成果発表会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 協働研究センター

平成27年11月5日呉高専日誌より

平成27年11月5日呉高専日誌より

　１１月１２日に呉市議会の谷本誠一

議員が視察のため呉高専を来校されま

した。

　校長室にて懇談の後、校長及び担当

教員の案内で建築学科棟、co-ba呉高

専（学生課ロビー）、電気情報工学科

棟、実習工場、環境都市工学科棟、協

働研究センターの施設見学を行い、担

当教員へ熱心にご質問いただきました。

　本校の技術力を知っていただき、呉

市との連携が深まる良いきっかけに

なったかと思います。

　ご来校ありがとうございました。

平成27年11月12日呉高専日誌より

呉市議会議員が視察のため来校されました 　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総務課庶務室総務係

　１１月１６日（月）、校長室におい

て、高専機構教職員表彰規則で定める

永年勤続者表彰式（２０年勤続）が行

われました。

　この表彰式は、在職期間（他機関を

含む）が２０年を超えた教職員を対象

として行われるもので、例年勤労感謝

の日を基準日として開催しています。

　今年度の表彰者は、横沼実雄氏（電

気情報工学分野准教授）、加納誠二氏

（環境都市工学分野教授）の計２名で、

副校長、環境都市工学分野代表、事務

部長立会いの下、森野校長から表彰状

及び記念品が授与されました。

　なお、表彰式の後には、本校の築庭

にて写真撮影が行われました。

平成27年11月30日呉高専日誌より

永年勤続者表彰式（２０年勤続）　　　 　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 総務課庶務室人事係

月11
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　12月15日の放課後に学生会執行部を中心とす
る学生の代表12名と森野校長、吉田事務部長ら学
校幹部の方々との「学校を良くする懇談会」が開
かれました。
　この懇談会は、学生にとって呉高専がさらに学
びやすく楽しい学校へと発展するように、学生目
線の率直な意見・アイデア・要望を校長先生ら学
校幹部の方々に伝え、その内容について意見交換
するというもので、今回が初めての試みです。
　学生会では、学生会長の秦君（機械工学科３年）
を中心に、懇談会に提出する要望書をまとめるこ
ととしました。結果として、第１回ということも
あってか、授業に関すること、設備に関すること、
寮に関することなど全部で39もの多岐にわたる意
見・要望を伝えることになりました。

　懇談会では、この39の意見・要望に対し、学校
幹部の方々に一つひとつ丁寧に回答して頂けまし
た。そのため、１時間半を越える懇談会となりま
したが、参加した学生は、学生が思っている以上
に先生方は常に呉高専が学生にとってより良い学
校になるように考えてくれていることを感じるこ
とができたと思います。
　なお、いくつかの要望には早速対応して頂きま
した！
　この「学校を良くする懇談会」は、継続的に年
２回ずつ行われる予定です。次回には今回の要望
から改善が進んでおり、さらに学生からもっと建
設的な意見やアイデアがでることを期待していま
す。

平成27年12月15日呉高専日誌より

学生会と校長先生たちとの「学校を良くする懇談会」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学生主事補　黒川　岳司

呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり そそのの他他

　12月2日（水）、平成２７年度消防訓練

を実施いたしました。

　機械工学科棟にて火災が発生したという

想定で、事務職員による通報訓練及び全学

生・教職員の避難訓練を行い、呉市東消防

署阿賀北出張所より、４名の消防士の皆様

にお越しいただきました。

　14：10過ぎの訓練火災発生の避難開始の

放送により、避難を開始、滞りなく野球グ

ラウンドへ避難完了することができました。

　避難完了後、消防士の方より、真剣な内

容の中にものまねを交えたユニークなご講

評は、学生の関心をよび、エレベーターを

使わず、階段で壁に沿って避難。いつ起こ

るかわからない火災や災害に対して準備し

ておくことの大切さを学びました。

　学生・教職員全員が防災意識を高く持ち、

万が一の際に冷静に対応できる呉高専であ

るよう、今後とも皆様のご協力をよろしく

お願いいたします。

平成27年12月2日呉高専日誌より

消防訓練を実施しました　 　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総務課会計室施設係　飯田　泰隆

　１２月１５日に呉市選挙管理委員会の藤

本委員長をはじめ、川村事務局長、谷事務

局次長及び船越課長補佐が、期日前投票所

の設置依頼のため、呉高専に来校されまし

た。

　校長室にて懇談の後、藤本委員長から森

野校長へ依頼文書が渡され、森野校長から

承諾の回答がありました。その後、投票所

の設置を予定している図書館棟１階のテク

ノショップへご案内いたしました。

　今回の設置依頼は本校と呉市の連携協力

に関する協定に基づくもので、期日前投票

所の設置については全国の高専で初めてと

なります。

　なお、期日前投票所は平成２８年６月

１９日以降において公示される国政選挙か

ら設置することとし、本校の学生だけでは

なく、近隣のアガデミア加盟校の学生、生

徒や一般市民の方々にも利用していただけ

る予定です。

呉市選挙管理委員会より期日前投票所の設置依頼がありました　
　　　　　　 総務課庶務室総務係

平成27年12月15日呉高専日誌より

月12

　平成２７年１２月３日、本校教員表彰

規則で定める校長表彰の表彰状授与式が

挙行されました。

この表彰は、教育、研究及び社会貢献

活動等において、優れた功績があったと

認められる教員を表彰するものであり、

１１月５日の総務委員会の選考に基づき、

決定されました。

本年度の受賞者は、環境都市工学分野

森脇武夫教授（第２条第１号表彰）、加

納誠二教授（第２条第２号表彰）で、副

校長、各主事、事務部長立会いのもと、

森野校長から表彰状及び副賞が授与され

ました。

平成２７年度校長表彰授与式 　　　　　　　　　
総務課庶務室人事係

平成27年12月3日呉高専日誌より
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そそのの他他 呉呉 高高 専専 日日 誌誌 よよ りり

月

　平成7年6月16日、本校電気工学科(現電気情報
工学科)に研究室が設立されて以来、今年で20年
になったことから、卒研生たちが発起人になり、
年末の12月26日、記念行事が以下のように挙行さ
れました。

①記念講演会（16:00～17:00）
　卒研生には懐かしい電気情報工学科棟情報処理
演習室にて、指導教授の記念講演が行われました。
　前半の演題は、卒研生たっての依頼から『先生
の歴史』になり、「不遇の少年期」や「波乱万丈
の中学時代」などをユーモア―を交えながら講演。
　後半は真面目に『研究室20年の歩み』と題し、
ゼロからスタートした「創立当時」、3年目辺り
から有り難くも外部資金が継続して補助され始め
た「研究環境整備時」、7年目あたりから導入し、

現在も続く「本科・専攻科3年間一貫教育」、そ
して最後に卒研生へのエールを込めて、先生自ら
の訓戒でもある、自己、組織、開発、研究に際し
て重要となる「訓示四戒」が講演されました。

②記念祝賀会（18:00～20:00）
　場所をクレイトンベイホテルに移して祝賀会が
スタート。各卒研生からは、研究室時代の思い出
や近況などが報告され、そのたびに先生からの暖
かい？ツッコミが発せられ、往時の出来事(懺悔)
が思い出される一幕もありました。

　なお本会の残額は呉高専50周年記念事業に寄付
させて頂きました。この場をお借りして御礼申し
上げますとともに、卒研生全員の今後の活躍を祈
念してやみません。

先端電磁波システム研究室設立20周年記念行事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　先端電磁波システム研究室

平成27年12月26日呉高専日誌より
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呉高専ではホームページで

球技大会、高専体育大会、駅伝大会、ロボコン大会等、

校内外の行事や授業風景、寮の様子、クラブ活動など日々の学生生活を

「呉高専日誌」で紹介しています。

RReeaalliizzee yyoouurr DDrreeaamm
君君のの未未来来をを共共にに創創るる

呉高専だより　73号

編集・発行　呉工業高等専門学校　広報室
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